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は じ め に 

兵庫 県 の 最 南端 に 位置 する 南あわじ 市 は 、 周 凍 を 海 に 囲ま れ た 自然 豊か な 農業 ・ 漁 業 が 非常 

に 盛ん な まち で す 。 そ うし た 豊か な 自然 か ら 得 られ た 恵み が 、 古 く か ら 我 々 の 祖先 の 生活 を 支 

えて いた こと は 想像 に 難く あり ませ ん 。 

この 度 、 平 成 27・28 年 度 に 行っ た 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 を 『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 

報 XI」 と し て 刊行 する 運び と な り ま し た 。 今回 の 報告 は 国 衛 地 区 と 養 宜 地区 の 調査 成果 が 中 

心 と な っ て いま す 。 ま た 平成 27 年 4 月 に は 松 帆 銅 鐘 7 点 が 発見 され 、 こ れ 以 降 本 市 を 取り 巻 

く 文 化 財 行政 や 環境 は 急 展 開 で 変化 し て いき まし た 。 お か げ を も ち ま し て 、 現 在 松 帆 銅 鐘 は 皆 

様 の ご 指導 ・ ご 協力 に より 、 令 和 2 年 1 月 か ら 南 あわ じ 市 沙 川 記念 美術 館 玉 青 館 に お いて 、 

一 般 公 開 が 始ま っ て いま す 。 

今後 本 市 と いた し まし て 、 松 帆 銅 細 を は じ め と し て 豊か な 歴史 文化 遺産 の 保護 と 継承 に 力 を 

注い で いき た いと 考え て いま す の で 、 よ り 一 層 の ご 支援 を 賜り ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 

最後 に な り ま し た が 、 調 査 な ら び に 本 書 を 作成 する に あたり 、 で ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 

心 よ りお 礼 申 し 上 げ ま す 。 

令 和 4 年 3 月 南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 浅井 伸行 

例 _ 言 

1. 本 書 は 、 兵 庫 県 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2015・2016 (平成 27・28) 年 度 に 実施 し た 埋蔵 

文化 財 調 査 の 記録 で ある 。 

2. 調査 は 、 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 、 的 崎 薫 ( 現 

南あわじ 市 沙 川 記念 美術 館 玉 青 館 ) が 担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友 美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 和 白川 裕二 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 

豊田 亜希 子 ・ 濱 本 善 美 ・ 構 本 早苗 ・ 松 下 竹 之 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 、 白 川 ・ 宇 治田 ・ 坂 口 が 行っ た 。 執 筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文末 に 記し て 

いる 。 調査 担 当 者 に つい て は 、 調 査 一 覧 に 記す 。 

5 . 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 森 岡 秀 人 氏 に ご 協力 と ご 指導 を いた だ い 

た 。 こ こ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。
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調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

啓 葵 普及 活動 と し て 、 平 成 27 年 度 は 銅 鐘 発 

分 布 調査 

7 月 14 日 8 月 16 日 に 玉 青 館 で 「 松 帆 銅 鍵 速 報 展 」、 
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夏休み “ちび っ 子 考古 学 教室 "の 様子 3 月 7 鐘 だ !」、 回 

月 7 日 に 中 央 公民 館 で 松 帆 銅 鐘 発 見 記念 シン ボ ジ ウ ム 「 松 

内 銅 鐘 の 大 発見 と 謎 」 を 開催 し た 

いる 「『 発 掘 調査 速報 展 - 平成 26 年 度 調 査 -』 を 市 内 4 ヶ 

所 の 施設 で 巡回 展示 し た 。 さ ら に 夏休み 期間 中 の 7 月 25 

日 に 賀集 公民 館 に お いて 「 夏 休み “ちび っ 子 考古 学 孝 

を 開催 し た 。 平成 28 年度 は 、 3 月 5 日 に 中 央 公民 館 で 講 

演 会 「 謎 多き 銅 鐘 を 解明 する の は 松 帆 名 
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28 年 度 に 『 南 あわ じ 市 文化 財 刊行 物 と し て は 、% 年 度 に 速報 展 の パン フレ ッ ト と 「『 上 入 保 遺跡 』、 

(坂口 『 大 野 遺 跡 I』 を それ ぞ れ 発行 し た 。 調査 年 報 久 』、
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第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調査 の 成果 

1 項 平成 27 年 度 調査 

1. 国 衛 廃 寺跡 - 3 次 調査 - 

所 在 地 神代 国 衛 字 天王 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 ( 国 衛 地 区 第 1 工区) 

担当 者 坂口 弘 貴 ・ 山 崎 裕 司 

種別 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 27 年 6 月 1 日 12 月 7 日 

調査 面積 ee 

調査 の 位置 

1. 調査 内 容 
本 調査 は 、 神 代 国 衡 ・ 賀 集 立川 瀬 地区 で 計画 され て いる 県 営 画 場 整備 事業 に 伴う 調査 で ある 。 
調査 地 は 、 三 原平 野中 央 南 寄り の 南東 北西 方 向 に 緩やか に 傾斜 する 水田 な どか ら な り 、 南 側 を 邊 内 
川 が 流れ る 。 調 査 地 北 西部 に は 嫁 ヶ 渕 遺 跡 (縄文 ・ 弥 生 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 ) 、 北 部 に は 木 辺 遺跡 
(縄文 ・ 弥 生 ・ 古 墳 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 ) 、 北 束 部 に は 長手 遣 跡 (中 世 ) が 分 布 す る 。 今 回 の 調査 
地 は 国 衛 廃寺 跡 (奈良 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 ) と し て 遺跡 登録 され て いる 南側 約 1/ 4 が 該当 する 。 
調査 は 、 平 成 25・26 年 度 に 行っ た 確認 調査 結果 に 基づき 、 地 下 の 文化 財 に 影響 が 及ぶ 排水 路 ・ 彫 場 ・ 
構造 物 設置 部 分 を 対象 に 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 以 下 、 主 な 調査 区 の 概要 を 記す 。 
[1 区 ] 
調査 地 北 東部 に 位置 する 排水 路 ・ 周 場 ・ ポ ンプ 場 設置 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 520.1 ni。 

ーー ーー | ーー ーー ーー ロー へ 

し 調査 範囲 

1 区 17 区 

四 還 本 発掘 調査 地区 

0 (Ss1/39000〉》 ま 00m 

| ペー ペー ニーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーー|



遺構 は 調査 区 全 

区 東部 と 7 へ 15 ff 

く な っ て お り 

困難 な 部 分 が 多い が 、 

SB1 1cー1d 

以上 で 柱 間 は 2.35 一 2.9 mm を 測り 、P 37-16 を 基準 に 

し て いる 。 は 土師 器 小 片 が 出土 

、 古 代 に お いて は 居住 域 

中 世 を 中 心 と し て 一 部 は 近世 か ら 

区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で ある 。 規 模 は 南北 2 間 (5.8m) 、 東 西 1 間 ②.6m) 

し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 10*" E を 示す 。 遺物 

区 の 西 半 部 に 集 

で は な か っ た と 思わ れ 

YE38.990. 

ミニー ゴー ププ 

体 で 確認 し て いる が 、 柱 穴 や 土質 な ど 居 住 城 と 思わ れる 遺構 は 、 1 a 3 、 

中 する 傾向 が ある 。 調 査 地 南東 部 は 浅い 落 込 み S XX 10 で 湧 水 が 多 

る 。 出 土 遺物 が 極端 に 少な く 、 時 期 決定 は 

近代 頃 と 思わ れる 。 

区 の 調査 

pm 人 SD106 
* バル ルル 

人 ルル SD104 

sp108 に さき 、 。 38.960. 
ぶ Ke 

9 (Ssi/399) 10m た た 
に ーーー ニ ーーー ヘー ニー ニ ーーー ニー ニーーーーー| 

va 

1 区 平面 図 1 

1 の 2(H20) 3ch19) 

| | 1 icP1t_ 2・3 1b5 へ 1tcSD19 4 2fSK69 

5 1cSK17 6 5f 遺物 包含 層 6(p2) 

1 区 出土 遺物 1 
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X=-191.585. 

1 区 平面 図 2 

SB2 2fー3f 区 に 位置 する 総 柱 の 掘 立 

柱 建 物 で ある 。 規 模 は 南北 1 間 (1.7m) 以 

上 、 東 西 2 間 (3.2m) で 、 柱 問 は 1.5 へ 1.7 

m を 測る 。P 92-107 を 基準 に し た 方 位 は 座 

標 北 に 対し N 9.5*" E を 示す 。 

SB3 2fー3 f 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 

物 で 、 建 物 2 と 重複 する 。 規模 は 南北 1 間 

(1.75 m) 以上 、 東 西 1 間 (3.05m) を 測る 。 

P 100-94 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し 

N 10* EE を 示す 。 こ れ ら 建物 に 伴う 良好 な 

遺物 は 非常 に 少な い が 、 周 辺 か ら 出 土 し た 遺 

物 か ら 中 世 の 後 半 頃 が 想定 され る 。 

SB4 8fー10 f 区 に 位置 する 掘 立柱 建 

物 で ある 。 規模 は 東西 4 間 (12.0m) 、 南 

北 1 間 ②2⑳.9m) 以上 で 柱 問 は 2.8 へ 3.2 m 

を 測る 。P 127-159 を 基準 に し た 方 位 は 座標 

北 に 対し N 80" W を と る 。 遺 物 は 土師 器 

片 が 出土 し て いる 。 

SB5 9f{fー11 f 区 に 位置 する 掘 立柱 建 

物 で ある 。 東西 3 間 分 (1.0m) の 柱 烈 が 

確認 で き て お り 北 側 に の びる と 考え られ る 。 

柱 問 は 8.6 3.7m を 測る 。P 148-161 を 基 

準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 78.5" W を 

示す 。 遺物 は 土師 器 小 庁 が 出土 し て いる 。 

SB6 12fー13 f 区 に 位置 する 総 柱 の 掘 

立柱 建物 で ある 。 規模 は 東西 4 間 7.2m) 、 

南北 2 間 (3.9m) 以上 で 、 柱 問 は 0.9 2.6 

m を 測る 。P 180-224 を 基準 に し た 方 位 は N 

85.5" W を 示す 。 西 側 1 間 分 は 謝 と 考え られ 

る 。 遺物 は 土師 器 小 片 が 出土 し て いる 。 こ れ 

ら 建 物 に 伴う 遺物 は 先 の 建物 群 同 様 非常 に 少 

な いも の の 、 周 辺 か ら 出 土 し た 遺物 か ら 中 世 

後半 が 想定 され る 。 

SD 104・106・108 5fー6 ff 区 に 位置 す 

る 溝 で ある 。 平行 する 形 で N 207" 27" EE 

方 向 の 傾き を 有する 。 遺 物 は 土師 器 な ど 小 片 

で ある が 、 埋 土 が 他 の 遺構 と 若干 異な る こと 

か ら 、 時 期 は 古代 の 可能 性 が 高い 。 

\
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2 区 出土 遺物



[2 区 」 

調査 地 南部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面 積 92.7 

mi。 

小穴 、 潜 な どの 遺構 を 確認 し た 。 大 半 は 自然 の 浅い 窪み 状 の 遺構 と 

思わ れる 。 そ の 内 SK 10 は 長 辺 1.4 m、 短 辺 1.0 m、 深 さ 約 10 cm、 

SD 12 は 最大 幅 約 40 cm、 深 さ 約 8 cm を 測る 。 遺 物 は 小片 で 少な いも 

の の 土師 器 、 製 塩 土器 、 須 恵 器 上 語 が ある 。 中 世 の 遺 物 を 含ま な いこ と 

か ら 、 時 期 は 古代 の 可能 性 が ある 。 

[3 区 ] 

調査 地 中 央 部 北 寄 り に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面 

積 261.4 世 。 

調査 区 東 半 部 は 近世 頃 の 溝 状 遺 構 や 大 型 の 土塊 SK 10・11 な ど が 

分 布 す る 。 西 半 部 に つい て は 中 世 の 自 然 の 浅い 窪み 状 遺構 が 中 心 で 、 

居住 城 を 示す よう な 状況 で は な い 。 西 端 部 で は 南 か ら 北 方 向 に の びる 

溝 状 の 遺構 SD 51 や 落 込 み SX 80 を 確認 し た 。SD 51 は 最大 幅 約 

3.0m、 最 犬 の 深 さ 約 30cm で 上 瓦 器 塊 26 な ど が 出土 し て いる 。183 a 区 

に 位置 する 土 折 SKK 77 は 幅 1.8 m、 深 さ 約 12 cm の 遺構 で 、 土 師 器 、 

須恵 器 23、 製 塩 土器 24・25 の 小片 が 出土 し て いる 。 埋 士 が 他 の 遺構 

と 異な り 、 中 世 の 遺 物 が 認め られ な いこ と か ら 、 古 代 の 遺構 の 可能 性 

が 高い 。 

[ 4 区 ] 

調査 地 中 央 北 寄 り に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面積 

271.4 mm。 

東 半 部 で は 自然 の 浅い 衝 み 又は 溝 状 遺 構 を 確認 し た 。1aー3 a 

区 の 遺構 は 近世 が 中 心 と 思わ れる 。 5 aー6 a 区 の 溝 SD 19・20・ 

21、 小 穴 P 22 は 中 世 、 落 込み SX 24 は 近世 と 思わ れる 。 

西 半 部 で は 土 折 や 溝 、 柱 穴 状 の 遺構 が 確認 で きた 。12 aー13 a 区 

に か け て 南側 に の びる 掘 立 柱 建物 と 考え られ る 東西 2 間 (4.4m) 

の 柱 列 SB 1 を 確認 し た 。P 89-94 を 基準 と する 方 位 は 座標 北 に 対 

し N 89" EE を 示す 。 柱 穴 は 長 辺 が 約 70 へ 90cm と 比較 的 大 型 で 土師 

25cE22) ーー No の (OS 

0 (の デム) 20cm 
』 23… へ 25 13a SK77 26 13a…ー 14a SD51 

3 区 出土 遺物 



X=-i91.580. 

確認 No.158 

メニ ーーf91596. 

Ys98.70| 

の 遺構 

[ 8 区 」 

調査 

積 90.4 だ ご 

西 7 聞 

2. 3 

さ 20 cm を 油 

思わ れる 。 

[9 区 ] 

ーー ムロ Ys38.740. 

えら れる 。 溝 SD 15 は 調査 

、 器 、 和 須恵 器 28、 製 塩 土器 29 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 後 半 

平安 時 代 初 頭 の 建物 と 思わ れる 。 他 の 遺構 に つい て も 遺物 

が 少な く 小 庁 の も の が 多い が 、9aー10 a 区 と 12 a 区 以西 

は 、 古 代 が 中 心 と 想定 され る 。 

地 西 部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面 

遇 立柱 建物 や 土 、 溝 、 小 穴 な ど を 確認 し た 。S B 1 は 東 

(5.3m) 以上 、 南北 1 間 (2.2m) 以上 で 、 柱 間 は 2.1 

mm を 測る 。P 11- 1 を 基準 と する 方 位 は 

N 88" E を 示す 。 柱 穴 か ら 土 師 器 30・31、 拓 恵 器 33、 製 塩 

土器 、 黒 色 土 器 32 小片 が 出土 し て お り 、 平 安 

座標 北 に 対し 

時 代 中 茎 と 考 

る 。 遺物 は 土師 器 小 

計器 に 

区 の 西端 に あり 、 時 約 50 cm、 深 

片 が 出土 し て お り 、 中 世 と 

調査 地 中 央 部 の 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 

5 区 

27(E28) 29(Es7 

No さき 

27 12a SD63 

28 SB1 (12a P86) 

4 区 29 SB (12a へ 13a P89) 

9 (Si/4 の 20cm 

9 (S=1/300) 19m + = ・ 

4 区 出土 遺物 

4・5 区 平面 図
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SX17 

Yz38.860. 

Y=38.850. 

3aー ご 3 b 区 で は 、 自 然 の 浅い 答 み 状 の 遺構 を 確認 し た 。6 c 

7 c 区 第 1 面 で は 、 土 ・ 小 穴 ・ 溝 な ど を 確認 し た 。 第 2 面 で は 、 

自然 の 浅い 維 み 状 遺構 SX 25、 落 込み SX 26、 溝 SD 21・23、 小 

穴 P 24 な ど を 確認 し た 。 第 1 面 の 遺構 は 埋 士 が 白色 系 で 中 世 と 貞 

われ る 。 第 2 面 の 遺構 SXX 25・26 か ら 土 師 器 、 須 恵 器 35・36、38 

へ 41、 土 製品 37、 製 塩 土 器 の 小片 な ど が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 

後半 へ 平安 時 代 初頭 と 考え られ る 。 

[10 区 」 

調査 地 中 央 部 の 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面積 194.9 mi。 

生活 に 関連 する 遺構 は な く 、 自 然 の 浅い 窪み 状 の 遺構 や 落 込 み を 

確認 し た 。 西 端 部 は 近世 以降 の 遺構 が 中 心 と 考え られ る 。 1 a 2 

a 区 に か け て 確認 し た 落 込 み S ぐ X 17 は 、 9 区 の 落 込み SX 26 と 同 

ー の 遺構 で ある 。 遺 物 は 土師 器 、 人 須恵 器 42 … 46、 製 塩 土 器 小 片 が 

出土 し て お り 、 奈 良 時 代 後半 平安 時 代 初頭 と 考え られ る 。 

[12 区 ] 

調査 地 中 央 部 の 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面 積 150.1 mi。 

湧 水 が 多く 確認 し た 遺構 は 少な い 。 西 半 部 で は 小穴 や 小 規模 な 溝 

状 の 遺構 、 中 央 部 で 溝 SD 16、 東 半 部 で 自然 の 浅い 衝 み 状 の 遺構 

を 中 心 に 確認 し た 。 西 半 部 で は 遺物 は 全体 に 少な く 、 中 世 以 降 が 中 

心 と 思わ れる 。 埋 士 が 黒色 系 と な る 小穴 P 6 や 溝 SD 5・13 は 中 

世 以 前 の 可能 性 が 考え られ る 。 中 央 部 の SD 16 は 流 路 状 の 遺構 で 

幅 約 6.5 m、 深 さ 約 90 cm を 測る 。 遺物 は 須恵 器 47 51、 土 師 回 
52・53、 製 塩 土器 54 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 後半 へ 平安 時 代 初 

頭 と 考え られ る 。 

[17 区 」 

調査 地 南東 部 、 深 田 池 西側 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で あ 

ンー ビー リ イー 
ュ い ご お ご 43ui45) 44cuis2 

(ご 46 (ui55) 

0 (の =】 ヘ トム) いつ oo ヨ 
| , | 42 ご 46 1a… へ 2a SX17 

10 区 出土 遺物 
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る 。 調査 面積 99.2 操 。 

12 区 同様 湧 水 が 多く 、 軟 弱 な 土 層 で 遺構 ・ 遺 物 は 少な い 。 

5a 区 の SK 12 は 長 辺 1.54m、 短 辺 {1.02 m、 深 さ 約 16 cm 

を 測る 。 古 代 の 平 瓦 な ど が 出土 し て いる が 、 埋 士 が 白色 系 で 

中 世 の 遺 構 と 考え られ る 。 

1aー4a 区 の 維 み 状 遺構 ぶさ 9 は 、 幅 約 14 m、 最 大 の 

深 さ 約 20 cm を 測る 。 埋 士 は 3 層 に 大 別 で きる 。 遺 物 は 多く 

な い が 、 奈 良 時 代 後半 期 の 須恵 器 、 土 師 器 57・58、 製 塩 土 

器 59 62 な ど が 出土 し て いる 。 そ の 下層 に つい て 断 割 り を 

行っ た 結果 、 遺 物 は 出土 し て お ら ず 、 奈 良 時 代 以 前 は 溝 状 の 

地形 に な っ て いた こと が 分 か っ た 。 

1 2. まとめ 

| va 本 調査 に お いて 、 奈 良 時 代 一 近世 に か け て の 遺構 又は 遺物 』 

| 、 49(uies) 

50(uiee) 51dui7o) 
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ce( エ お は) 
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17 区 出土 遺物 

自然 地形 の 変化 に 伴う も の が 多い 。 を 確認 する こと が で きた 。 た だ し 生活 に 関係 する 遺構 は 少な く 、 

奈良 へ 平安 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 は 全体 的 に 少な いも の の 調査 地内 か ら 断 片 的 に 確認 で きた 。 4 区 西 半 部 

と 8 区 で は 、 奈 良平 安 時 代 と 思わ れる 掘 立柱 建物 や 土 撤 ・ 小 穴 な ど 居 住 城 の 一 部 を 確認 する こと が で 

き 、 北側 に 同時 期 の 遺構 の 広がり が 想定 され る 。 調査 区 幅 が 狭い こと と 周辺 か ら の 遺物 が 少な く 、 詳 細 

は 今後 の 課題 で ある が 、4 区 柱 列 の 柱 穴 規模 や 8 区 建物 の 規模 が 比較 的 大 きい こと か ら 注 意 を 要する 。 

中 世 の 遺 構 は 、 1 区 を 中 心 に 建物 を 6 棟 確 認 す る こと が で きた 。11 f へ 14 f 区 に か け て は 柱 穴 状 の 

遺構 が 多く 、 周 辺 に 集落 が 広がる と 考え られ る 。 た だ し 遺物 が 土師 器 の 小 破片 や 遺物 を 伴わ な い 遺 構 が 

多く 、 年 代 決 定 に は 不 確 定 な 部 分 も 多い が 中 世 の 後 半 が 中 心 と 思わ れる 。 

これ まで 国 衛 廃寺 跡 に つい て は 、 古 代 の 瓦 が 散布 する こと か ら 寺 院 跡 と し て 知ら れ て いた 。 今回 の 調 

査 で は 部 分 的 に 奈良 ・ 平 安 時 代 の 遺構 ・ 遣 物 が 確認 で きた も の の 、 瓦 の 出土 量 が 非常 に 少な く 寺 院 跡 を 

示す よう な 状況 で は な く 、 人 今後 の 調査 で 判断 し て いく 必要 が ある 。 (坂口 ・ 山 崎 ) 



2. 国 和 廃寺 跡 - 4 次 調査 - 

所 在 地 神代 国 衛 字 天 王 外 

事業 名 市 道徳 長 国 衛 線 新 設 事業 

担当 者 山崎 裕司 

種 _ 別 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 27 年 6 月 29 日 へ 9 月 4 日 

調査 面積 1.040 mm 

1. 調査 内 容 

調査 地 は 三原 平野 の 南部 に 位置 し 、 南 束 か ら 北 西 に 緩やか に 傾斜 する 。 

神代 国 衛 地 区 で 行わ れる 上 県営 園 場 整 備 事業 の 範囲 内 に お いて 新設 市 道 が 計画 され た こと か ら 、 平 成 

25・26 年 度 に 園 場 整備 事業 に 伴っ て 行っ た 確認 調査 の 結果 に 基づい て A~ーC の 調査 区 を 設定 し た 。 

[A 区 ] (245 mm) 

近世 と 中 世 と 奈良 時 代 の 遺構 を 検出 し た 。 

土 折 8 か ら は 18 世紀 頃 と 考え られ る 堺 産 の すり 鉢 語 が 出土 し て いる 。 

遺構 23 は 土師 器 小 皿 12 枚 了 7ー18 が 出土 し て お り 、 祭 写 関 係 と 考え られ る 。 正 置 さ れ た 小皿 が 8 枚 、 

倒置 が 3 枚 、 不 明 1 枚 で 、 一 部 積み 重なっ て お り 、 雑 然 と し た 置き 方 で 特に 規則 性 は 感じ られ な い 。 古 

銭 や その 他 の 遺物 は 出土 し て お ら ず 時 期 は 明確 で は な い が 、 小 皿 の 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 確認 で き 、 

、 す ゴー 

A 区 へ C 区 
本 発掘 調査 地区 
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遺構 23 遺物 出土 状況 ( 北 束 より ) 

A 区 平面 図 
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極め て 薄い つく り で ある こと か ら 、 中 世 で も 戦国 

時 代 に 近い 時 期 か 、 あ る い は 近世 に 入る 可能 性 も 

考え られ る 。 ま た 土 の 下 は 3 cm ほど の 窪み に な っ 

自然 地形 の 可能 性 も ある 。 て いる が 、 

自然 地形 の 維 み と 考え られ る 遺構 18 か ら は 奈 
詳 幅 

良 時 代 頃 と 思わ れる 須恵 器 拓 B 3 ー5 や 土師 器 導 

層
 
含
 

包
 

や や 
構
 
遣
 

た
 

し
 
出
 
検
 

を
 
構
 

。 
遣
 

る
 
)
 
る
 

い
 

m 
れ
 

て
 
3
 
で
 

ゝ
 

L
C
 

エロ ーー 9
 

mam 
出
 
区
 

が
 
B
 
中
 

て
 
の
 
r
L
 

か ら の 出土 遺物 が 極め て 少な く 時 期 は 明確 で な 

い 。 

検出 し た 掘 立柱 建物 は 総 柱 で 方 位 は N 67" W、 

母屋 部 分 は 梁 行 2 間 (4.6m) x 桁 行 3 間 ⑧.6 
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・16 は 建物 柱 穴 を 切っ て いる た め 、 同 時 期 で 

は な い 。 
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264 mi) LC 区 」 

中 世 と 思わ れる 溝 と 柱 列 な ど を 検出 し た 。 

溝 3 か ら は 流れ 込み の 可能 性 も ある が 瓦 器 塊 

19 が 出土 し て お り 、B 地 区 の 溝 と ほぼ 平行 し て 

いる こと か ら 、 中 世 の 耕 地 を 区 画す る 溝 と 推定 さ 

れる 。 

We と N 52.5" W の 方 位 を 示す 。 
o 

柱 列 は N 9 

土 31 か ら は 鎌倉 時 代 頃 と 思わ れる 土師 器 小 

122、 遺 構 22 か ら は 奈良 時 代 頃 と 思わ れる 須恵 

器 才 B 蓋 20 と 須恵 器 兵 A 21 が 出土 し て いる 。 

2. まとめ 

祭 N 
ff 検出 遺構 は 比較 的 少な か っ た が 中 世 を 中 心 ! 

礼 遺構 や 掘 立 柱 建物 跡 を 検出 し た 。 

国 衛 廃 寺跡 と 関わ る よう な 遺構 は 確認 で き な 

か っ た 。 奈良 時 代 の 遺構 は 非常 に 少な く 、 中 世 の 

耕地 開発 の 影響 を 大 きく 受け て いる と 推定 され 
(の ue ロロ) 

(山崎 ) 

B 区 平面 図
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3. 荒 目 遺 跡 一 1 次 調査 一 

所 在 地 八木 養 宜 中 字 荒 自 外 

事業 名 農地 整備 事業 (経営 体育 成型 ) 他 

担当 者 的 崎 薫 ・ 定 松 佳 重 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 27 年 10 月 26 日 へ 1 月 4 日 

調査 面積 56mm (2X2m14 ヶ ) 

1. 調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 三原 平野 北東 部 の 標高 55 へ 42 m を 測る 状 宜 川 左岸 に 位置 す 
る 。 対 象 地 の 西 側 に は 入 田山 古墳 群 や 上 八木 古墳 の ほか 、 式 壇 寺 跡 (古代 ) や 養 宜 館 跡 (中 世 ) な ど 多 
く の 遺 跡 が 包 蔵 き され て いる 。 
平成 25 年 度 に 上 記事 業 に 伴っ て 分 布 調査 を 行っ た 結果 、 広 範囲 に 遺物 の 散布 が 認め られ た 。 よ っ て 、 

地下 の 埋蔵 文化 財 の 有無 を 確認 する た め 、 遣 跡 範囲 確認 調査 を 行っ た 。 事 業 対象 地 の 約 半分 は 現在 仮設 
駐車 場 で ある た め 、 耕 作 土 が 除去 され 、 真 砂 土 と 砕石 が 敷 か れ て いた 。 
主 な 調査 区 の み 記 述 す る 。 

No 2 養 宜 川 左 岸 段 丘 上 に 位置 する 。 南 西 か ら 段 丘 崖 に 向かう 漠 状 の 遺構 (6 層 ) を 確認 し た 。 埋 士 に 
は 弥生 土器 や サ ヌ カ イト が 含ま れる 。 
No3 4 層 ト 上 面 か ら 掘り 込ま れる 遺構 (3 層 ) を 断面 観察 で 確認 し た 。 4 へ 6 層 は 弥生 時 代 中 期末 ー 後 
期初 頭 頃 の 遺物 を 多く 含む 黒褐色 シル ト 質 土 の 包含 居 で ある 。 
NO 5 南 か ら 北 に 走る 溝 状 の 遺構 (4 ・5 層 ) を 確認 し た 。 4 層 に は 弥生 時 代 と 奈良 時 代 未 へ 平安 時 代 
初頭 の 遺物 が 含ま れ 、 5 層 か ら は 弥生 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 
No 6 安定 し た 黄色 系 の 粘 質 土 で ある 4 層 を ベー ス に し て 掘り 込ま れ て いる 溝 と 柱 穴 状 の 遺構 を 4 基 確 

* コロ 事業 対象 範囲 ーー t 計 アン 。 ご > < | 9 (Ss1/5090) 200m 
ri il 半 ・ 計 。。。 還 語 ペー マッ ッッ ーーー コ ーーー コー 一 ーー 一 | 

調査 区 設定 図 
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認 し た 。 遺 構 か ら 土 師 器 が わずか に 出土 し て いる 。 2 層 か ら 奈 良 時 代 末 へ 平安 時 代 初 頭 の 遺物 が 出土 し 

て いる こと か ら 、 遺 構 も この 時 期 の 可能 性 が 高い 。 

No7 11 層 を ベー ス に し て 南 か ら 北 に 走る 溝 (7 へ 10 層 ) を 確認 し た 。 溝 は 幅 1.6 m 以 上 、 深 さ 0.7 

m で 、7・8 層 に は 弥生 時 代 中 期 後 葉 頃 の 遺物 が 多く 含ま れ て いた 。 

No 8 遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 平面 と 断面 か ら 柱 穴 状 の 遺構 を 検出 し 、 弥 生 時 代 の 土器 

が 出土 し て いる 。 第 2 遺構 面 で は 柱 穴 状 の 遺構 を 検出 し た が 、 遺 物 は 確認 で き な か っ た 。 こ の 調査 区 の 

包含 層 と 遺構 か ら は 弥生 時 代 の 遺物 し か 出土 し て いな いこ と か ら 、 遺 構 は 弥生 時 代 の も の と 考え られ 

る 。 

No 9 土 垢 を 確認 し た が 、 遺 物 が 出土 し て いな いた め 時 代 は 不明 で ある 。 包 含 層 か ら 古 代 と 中 世 の 遺 物 

を 確認 し た 。 

No 10 5・6 層 を ベー ス に 柱 穴 状 の 遺構 な ど (3・4 層 ) を 確認 し た 。 遺 構 か ら 小片 の 土師 質 土器 が 

出土 し て いる が 時 期 は 不明 で ある 。 包含 層 で ある 2 層 か ら は 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 須 恵 質 の 布目 痕 が ある 平 

上 瓦 が 出土 し て いる 。 

Nolli 3 へ 5 層 は 遺物 を 多く 含む 包含 層 で 、 弥 生 時 代 中 期 後 葉 頃 と 奈良 時 代 後半 へ 平安 時 代 初 め 頃 の 

遺物 が 出土 し た 。 古 代 の 遺物 の 中 に は 丸 底 IV 式 の 製塩 土器 が 多く 含ま れる 。 7 層 を ベー ス に 柱 穴 状 の 遺 

構 を 確認 し た が 、 遺 物 は 出土 し て いな い 。 

No 13 仮設 駐車 場 に する 際 に 、 重 機 な どの 走行 に よっ て 上 層 は 提 乱 を 受け て いた 。 土 折 を 確認 し た が 、 

遺物 は 出土 し て いな い 。 

No 14 一 番 東側 の 調査 区 で ある 。 今 回 の 調査 で は 遺跡 範囲 外 と し た が 、 地 山 直上 か ら 局 平 片 刃 石 礁 が 

出土 し て いる 。 こ の 調査 区 の 南東 方 向 に 生活 を 営む の に 好 条 件 で ある 微 高 地 が あり 、 そ こ か ら 流 れ 込 ん 

だ 可能 性 が ある 。 

2. まとめ 

今回 の 調査 で 、 事 業 対 象 地 に お いて 広範 囲 に わた っ て 遺構 と 包含 層 を 確認 し た 。 事 業 対象 地 の 南 西方 

向 に ある 住宅 密集 地 は 微 高地 に 立地 し 、 そ こ か ら 続 く 微 高 地 の 張 り 出 し 上 に 遺跡 が 広がっ て いる 。 遺跡 

の 時 代 は ほぼ 全域 で 弥生 時 代 中 期 後 葉 へ 後期 初頭 頃 と 奈良 時 代 ー 平 安 時 代 初 頭 頃 の 大 きく 2 つの 時 代 を 

確認 し た 。 柱 穴 状 の 遺構 を 確認 し て いる が 、 調 査 面積 が 小さ いこ と か ら 、 建 物 を 構成 する 遺構 で ある か 

は 不明 で ある 。 お そら く 集 落 の 中 で も 中 心 部 で は な く 、 緑 辺 部 に 近い 場所 と 考え る 。No.2・5・7 で は 

溝 を 確認 し 、 す べ て 養 宜 川 の 方 へ 向かっ て いる こと か ら 、 和 集落 か ら 川 に 水 を 流す 排水 的 役割 の あっ た 潜 

の 可能 性 が ある 。 ま た 、 古 代 の 遺物 に は 、 内 陸 部 で あり な が ら 丸 底 V 式 の 製塩 土器 が や や 多く 含ま れ て 

いる 。 お そら く 、 堅 塩 と し て 土器 ご と 沿岸 部 か ら 運 ば れ 、 消 費 さ れ た も の と 考え る 。 こ れ ら の 時 代 以 外 

に は No.3 ・9 で 中 世 の 遺 物 を わずか に 確認 し て いる こと か ら 、 今後 、 養 宜 館 に 関連 する 中 世 の 遺 構 が 見 

つか る 可能 性 が 考え られ る 。 (的 崎 ) 
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2. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/2.5 粘 砂 質 土 2. 黒褐色 10YR3.5/2.5 粘 砂 質 土 
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8. 礎 混 灰 黄 褐色 10YR5/2.5 粘 細 砂 質 土 (の 5cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 

0 (Ss=17/50) 
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2 項 平成 28 年 度 調査 

- 5 次 調査 - 4. 国 衛 廃 寺跡 
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調査 の 位置 

調査 内 容 

o 

うし うち 

南側 を 和牛 内 
き べ 

[部 に は 木 辺 遺跡 

う 調 査 で ある 

ら な り 、 

奈良 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 ) 、 

北西 方 向 に 緩やか に 傾斜 する 水田 な どか 
よめ が ぶち 

原平 野中 央 南 寄 り の 南東 

今回 の 工事 範囲 で ある 北東 部 の 第 2 工 o ・ 中 世 ) な ど が 分 布 す る 

園 場 も 
ゝ 地下 の 文化 財 に 影響 が 及ぶ 排水 路 

・ 平安 時 代 奈良 ゃ 

ょ 、 神 代 国 衛 ・ 人 賀集 立川 瀬 地 区 で 計画 され て いる 県 営 彫 場 整備 事業 に 伴 ( 

。 調査 地 北 西部 に は 嫁 ヶ 渕 遺 跡 ( 費 文 ・ 弥 生 

本 調査 

調査 地 は 、 

川 が 流れ る 

( 費 文 ・ 弥 生 ・ 古 填 

区 が 長手 遺跡 、 南 部 の 第 3 工区 が 国 衛 廃 寺跡 と し て 遺跡 登録 さき れ て いる 。 

調査 は 、 平 成 25・26 年 度 に 行っ た 確認 調査 結果 に 基づき 

調査 区 設定 図



部 分 を 対象 に 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 な お 調査 区 名 は 、 平 成 27 年 度 の 調査 (1 17 区) に 引 

き 続 き 18 30 区 を 設定 し て 行っ た 。 以 下 主 な 調査 区 の 概要 を 記す 。 

[18 区 」 

調査 地 南 西部 に 位置 する 園 場 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 51.2 m。 

遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 、 浅 い 落 込み S$ さ を 3 な ど が ある 。 調 査 区 北東 部 が 南 束 北 

西方 向 に の びる 溝 状 の 遺構 と な っ て お り 、 第 2 面 の 溝 SD 21 が 形成 され て 以降 継続 し て 溝 と し て 機能 

し て いた と 考え られ る 。 遺 物 は 土師 器 、 須 恵 器 な ど が あり 、 埋 土 の 色 調 か ら 中 世 と 思わ れる 。 

第 2 面 の 遺構 に は 、 溝 や 小穴 な ど が ある 。 南 半 部 の 溝 ぶ SD 11・12・13 は 深 さ 約 20 cm で 浅い 。 北 東部 

0 (S=17125) 5m 
| | | | | 11 

18 区 平面 図 
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3(H9) 4to) 

1 1b へ 2b SD 
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18 区 出土 遺物 
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の 溝 SD 21 は 深 さ 約 60 cm を 測る 。 遺 物 は 須恵 器 1・2、 土 師 器 3 ・4 な ど が あり 、 奈 良 時 代 後 半 ~ 平 

安 時 代 前 半 と 思わ れる 。 そ の 内 SD 11 か ら 平 瓦 5 と 丸 瓦 6 が 1 点 ず つ 出 土 し て いる 。 

[19 区 」 

調査 地 中 央 南 寄 り に 位置 する 園 場 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面積 91.5 mi。 

西部 で は 遺構 面 が 2 面 と な り 中 央 部 東部 で は 遺構 面 が 1 面 と な る 。 第 1 面 の 遺構 に は 小穴 、 溝 、 土 

志 が ある 。 SD 1・S K 12 が 中 世 で 、 それ 以外 の 遺構 は 近代 が 中 心 と 思わ れる 。 第 2 面 に は 掘 立柱 建物 、 

Xs-191.510. 

| | 7 [ 
] | | - 

YE38.708. < の Ys38.726. Ys38.730. 

第 2 商 

9 (の so) 10m 
+ ー 
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土 志 、 溝 、 小 穴 な ど が ある 。 第 1 ・2 面 と も に 全体 的 に 遺物 は 少な い 。 

SB1 4aー5a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建物 で 北側 に の びる と 考え られ る 。 東 西 2 間 (4.2m) 、 南 北 

1 間 ②2.1m) 以上 の 側 柱 建 物 で 、P 29-38 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 4" W を 示す 。 遺物 は 

須恵 器 9 や 周辺 の 遺物 包含 層 か ら 製 塩 土器 10 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 後半 と 考え られ る 。 

SK26 4a 区 に 位置 する 土質 で 、 長 さ 1.3m、 幅 約 45cm、 深 さ 約 20cm を 測る 。 遺物 は 土師 器 、 須恵 器 、 

瓦 器 7・8 が 出土 し て お り 、 鎌 倉 時 代 と 考え られ る 。 

[20 区 ] 

調査 地 中 央 南 寄 り に 位置 する 園 場面 の 調査 区 で 19 区 東側 に 隣接 する 。 調 査 面積 87.4 mi。 

遺構 ・ 遺 物 と も に 非常 に 少な い が 、 土 、 溝 、 小 准 な ど が ある 。 

SK4 1aー2a 区 に 位置 する 土 折 で 、 長 辺 1.2 m、 短 辺 1.0 m、 深 さ 40 cm を 測る 。 遺 物 は 須恵 器 

11、 土 師 器 12・13、 瓦 器 が 出土 し て お り 、 鎌 倉 時 代 と 思わ れる 。 

SD1 調査 区 南部 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 で 、 最 大 幅 約 1.5 m を 測る 。 遺 物 は 土師 器 、 磁 器 ( 染 付 ) 

な ど が 出土 し て お り 、 近 世 と 考え られ る 。19 区 東端 に ある SX 36 と 関連 が ある と 思わ れる 。 

[21 区] 

調査 地 中 央 部 に 位置 する 東西 方 向 の 排水 路 及 び 園 場面 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 1.363.8 捉 。 

調査 区 西 半 部 の 1aー 23 a 区 にかけ て は 、 近 世 頃 の 溝 や 小穴 が 中 心 で 遺構 ・ 遺 物 と も に 非常 に 少な 

い 。 一 方 東 半 部 に つい て は 、 近 世 以 前 の 遺構 が 確認 で きる よう に な り 、 遺 物 の 出土 量 が 多く な る 。24 

a… へ 36 a 区 に か け て は 遺構 面 が 2 面 と な る 。 た だ し 旧 地 形 が 谷地 形 に な る た め 、 両 遺構 面 と も 自然 の 

流 路 状 の 遺構 や 谷地 形 な ど が 中 心 で 、 居 住 茂 で は な か っ た と 思わ れる 。37 a 区 付近 か ら 東 は 彼 高 地 に 

な る よう で 、 中 世 の 掘 立柱 建物 (SB 2 ご 6) が 5 棟 あ まり 確認 で きた 。 ま た 部 分 的 に 古代 の 遺物 を 含 

む 小 さ な 谷 地形 SX 293・340 が 存在 する こと が 分 か っ た 。 中 世 の 建 物 跡 は 、 この 小さ な 谷地 形 と 一 部 

重複 し て お り 、 谷 地形 が 埋没 し て か ら 構 築 さ れる 。 調査 区 東端 部 の 56 a 区 以 東 は 出土 遺物 が ほとん ど 

な く な り 、 遺 構 が 確認 で き な く な る 。 

SB1 9aー10a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 南側 に の 

びる と 考え られ る 。 東西 1 間 3.5m) 、 南 北 1 聞 以上 ②.0 

ー2.1m) で 、P 44-41 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し 

N 2" W を 示す 。 遺物 は 土師 器 14 が 出土 し て お り 、 平 安 

時 代 中 葉 と 思わ れる 。 ss 

SB2 38aー39 b 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 西側 に の 14 SB1G9aP3 GO 0o 
びる と 考え られ る 。 南北 2 間 ③85 ご 3.9m) 、 東 西 2 21 区 出土 遺物 1 

間 "0 へ 5.1m) 以上 の 総 柱 建 物 で 、 北 ・ 東 ・ 南 方 向 に 誠 を 有する 。P 214-202 を 基準 に し た 方 位 は 

座標 北 に 対し N 89.5" W を 示す 。 詞 を 構成 する と 思わ れる 柱 穴 P 200 か ら ほ ば 完 形 の 土師 器 皿 51 や 、 

他 の 柱 穴 か ら 土 師 器 49・50、 瓦 器 な ど が 出土 し て お り 、 鎌 倉 時 代 と 考え られ る 。 

SB3 38aー39 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 南側 に の びる と 思わ れる 。 東西 2 聞 05 m) 、 南 

北 1 問 以 上 の 建物 で 、 北 側 の 柱 列 は 雇 の 可能 性 が ある 。P 186-90 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 

89.5" W を 示す 。 時 期 は 鎌倉 時 代 と 思わ れる 。 

SB4 40aー41 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 北側 に の びる と 考え られ る 。 南 北 1 間 以 上 、 東 西 2 間 

(6.1m) の 規模 で 、P 219-346 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 90*" EE を 示す 。 時期 は 鎌倉 時 代 と 

sc 
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思わ れる 。 
SB5 49aー50a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 北 ・ 南 側 に の びる 可能 性 が ある 。 南北 1 間 2.15 2.35 
m) 以上 、 東 西 3 間 (7.6m) の 総 柱 建 物 と 思わ れ 、 東 側 に 只 又 は 棚 列 状 の 柱 穴 を 有する (SA1) 。 
P 323-331 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 1” W を 示す 。 柱 穴 か ら は 須恵 器 63、 土 師 器 64・65 な 
ど が 出土 し て お り 室 町 時 代 と 思わ れる 。 また 西側 に ある SD 312 が 区 画 の 溝 に な る 可能 性 が 高い 。 
SB6 51aー52 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 北側 に の びる と 思わ れる 。 南 北 1 間 以上 、 東 西 2 問 
(5.15 m) の 規模 で 、P 354-334 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 88.5" E を 示す 。 出 土 遺物 は な 

い が 西 側 の SB 5 と 傾き が 同じ で ある こと か ら 同 時 期 の 建物 に な る 可能 性 が 高い 。 建 物 南 に 位置 する P 
332 か ら 土 師 器 皿 66 と 成 平 元 害 ま た は 治平 元 費 1 枚 が 出土 し た 。 
SD124 25 a へ 28 a 区 に 位置 する 。 第 1 面 で 確認 し た 南 束 北 西方 向 に の びる 自然 流 路 状 の 遺構 で 
ある 。 乱 れ た 形状 で 幅 は 一 定 で は な く 、 深 さ 約 20 cm を 測る 。 遺 物 は 須恵 器 15、 土師器 16 へ 18、 製 塩 
土器 な ど 古 代 の 遺物 が 中 心 に 出土 し て いる が 、 時 期 は 中 世 と 思わ れる 。 こ れ は 下層 の 古代 の 遺物 を 多く 
含む 遺構 S X 156 の 遺物 が 混入 し た と 考え られ る 。 
SX156 26 aー34 a 区 付近 に 位置 する 第 2 面 で 確認 し た 幅 約 38 和 mm の 大 き な 谷 地形 で ある 。 最 大 の 浴 
き 約 1.0 m を 測る 。 調 査 区 幅 が 狭い た め 分 か り に くい が 、 南 東方 向 北 西方 向 に の びる と 思わ れる 。 貴 
物 は 中 央 部 が 少な く 、 谷 地形 の 衣 部 か ら 古 代 の 遺物 が 多く 出土 し て お り 、 須 上 恵 器 19・21 25・33 へ 
40、 土 師 器 26 へ 32・41、 製 塩 土器 20・30・42 な ど が ある 。 製塩 土器 は 完 形 に 復元 で きる も の や 全体 

の 形 が 分 か る も の が 幾つ か あり 、 い ずれ も 底部 が 失 底 を な す 丸 底 IV 式 に 分 類 さ れる タイ プ で 、 上 層 は 器 
壁 が 厚く 、 下 層 は 器 壁 が 薄い 傾向 が 認め られ る 。 ま た 土師 器 に は 衣 内 系 の 土師 器 が 含ま れる 。 時 期 は 奈 
良 時 代 中 葉 平安 時 代 初頭 と 考え られ る 。 
SD 159・290_ SD 159 は 28aー30 a 区 、SD 290 は 32 a へ 33 a 区 に 位置 する 溝 状 の 遺構 で ある 。 

大 き な 谷 地形 SX 156 の 底部 が 部 分 的 に 稚 む 形状 で 、 後 者 は 流水 し て いた と 思わ れる 。 SD 290 か ら 床 
生 時 代 中 期 前 半 の 土器 43 へ 48 が 出土 し て いる 。 

SX293 38 aー39 e 区 に 位置 する 小さ な 谷地 形 で ある 。 遺 構 の 削 平 が な か っ た た め 、 東 側 の サブ ト 
レン チ の み の 掘 前 と し た 。 幅 約 6.0 ご 8.0m、 深 さ 75 cm で 基本 的 に 東西 方 向 に の びる が 、 北 東部 分 が 1.0 
ー 1.3 m の 幅 で 溝 状 の 遺構 が 北方 向 に の びる 。 遺 物 は 須恵 器 、 土 師 器 53、 製 塩 土器 54 な ど 奈 良 時 代 の 
遺物 が 出土 し て いる 。 
SD340 43 aー46 a 区 に 位置 する 溝 状 の 遺構 で ある 。 幅 約 12 m、 深 さ 約 1.4m を 測り 、 南 東北 西 
方 向 に の びる 。 遺 物 は 奈良 平安 時 代 の 須恵 器 56・57・59・60、 土 師 器 55・58、 製 才 土 器 61・62 が 則 
土 し て いる 。 製塩 土器 61 は 覆 形 を な す 。 先 の SX 293 と 繋が る か は 不明 。 

SD367 54aー54 pb 区 に 位置 する 南北 方 向 の 溝 で ある 。 幅 約 25 cm、 深 さ 約 10 cm を 測る 。 遺 物 は 土 
師 器 67 69、 瓦 器 70 な ど が 出土 し て お り 、 鎌 倉 時 代 と 思わ れる 。 こ の 溝 を 境 に 東側 に は 遺構 ・ 遺 物 
が 少な く な る 傾向 が ある 。 
P259 38c 区 、SB2 の 北側 に 位置 する 小穴 で ある 。 長 辺 50cm、 短 辺 30cm、 深 さ 約 20cm を 測る 。 ベー 
ス が 古代 の 遺物 を 含む SX 293 の た め 、 奈 良 時 代 の 須恵 器 吉 52 が 出土 し て いる が 、 埋 士 の 色調 か ら 中 
世 の 遺 構 と 考え て いる 。 
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36 へ 42 25a へ 34a SX156 下 層 
43 ご 48 32aー ご 33a SD290 

21 区 出土 遺物 3 

oo 
= 

1/5)35 の み (S 

[27 区 」 

調査 地 中 央 部 に 位置 する 園 場 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 350.8 mi。 

極め て 規模 の 大 き 1 ・ 南 北 3 間 (.0m) 以上 と な り 東西 7 間 14.0 m) 中 央 付近 の 掘 立 柱 建 物 は 、
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67 ご 70 ロム ul て os 

8 ブロ ッ ク の 包含 層 か ら 土 師 器 小 | 

64 SB5(49a P324) 
65 SB5(50a P331) 

63 SB5(50a P313) 

66 51a P332 

で 保護 され る た め 、 検 出 と 一 部 の 掘削 に 留め た が 、 奈 

21 区 出土 遺物 4 

な 建物 で ある 。 南 側 の 1 間 、 西 側 の 1 間 お よび 突出 部 分 、 柱 間 の 狭い 東側 の 1 間 分 は 遍 と 推定 され る 。 

56… ご 59 43aー46a SD340 中 属 

60…62 43aー46a SD340 下 層 

53・54 38a へ 39c SX293 

oo 43aー46a SD340 上 層 

67(hi68) 

建物 の 西側 の 自然 流 路 SD 48 は 、 励 

50 SB2(38b…39b P229) 
51 SB2(39a P200) 

49 SB2(39a へ 39b P214) 

52 38c P259 

座標 北 に 対し て N 84.5" E を 示す 。 柱 療 P 30 か ら 毛 器 片 、 

出土 し て お り 、13 世紀 頃 の 建物 と 思わ れる 。
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27 区 平面 図 

ニー 一 1・72_ SD48 

"SN 73 遺物 包含 必 

| ーー ググ ヘコ テー ププ 0 (ssi の 10mm 
に ーー ニー ニー 一 ミー 

72(n4 いさ 

27 区 出土 遺物 

頃 の 土師 器 皿 72 や 土師 器 鍋 71 が 出土 し た 。 

[28 区 ] 

191420. 

調査 地 北 部 に 位置 する 東西 方 向 に の びる 排水 路 と 男 場 部 分 を 中 心 と し た 調査 区 で ある 。 調 査 画 

739.6 m。 

掘 立 柱 建 物 、 溝 、 土 境 、 谷 地形 な ど が 確認 で きた 。 ま た 20 aー27 a 区 に か け て は 、 遺 構 面 が 2 表 

な り 、 谷 地形 SX 158 の 埋没 後に 中 世 の 建 物 が 建築 され る 。 

SB1・SA1・2 4aー5a 区 に か け て 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 南側 に の びる と 思わ れる 。 南 北 1 間 

②2.1m) 以上 、 東 西 1 間 (2.2 ご 2.25 m) で 、 北 側 と 東側 に 堀 状 の 区 画 施設 SA1・2 が 想定 され 

る 。 PP 34-46 を 基準 に し た 方 位 は 、 座 標 北 に 対し N 18.5*” W を 示す 。 周辺 か ら 土 師 器 76・77、 黒 色 土 

咲 78・79 が 出土 し て お り 、 平 安 時 代 中 葉 と 思わ れる 。 建物 北西 部 に 東西 7 間 程 度 (21.0 m) の 棚 列 又 

は 柱 列 SA 1 が ある 。P 2 -42 を 基準 に し た 方 位 は S B 1 に 直行 し 、 座 標 北 に 対し N 77.5" EE を 示す 。 

さら に 建物 の 3 m 束 に は 、 完 形 の 平 瓦 2 枚 80・81 の 凹面 側 を 重ね た 遺構 SX 18 が ある 。 2 枚 の 平 瓦 の 
凸 面 に は 、 小 さ な 格 子 タ タキ が 残る 。 

SB2 8aー9a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 南側 に の びる 。 南北 1 間 ②.35 2.5 m) 以上 、 東 西 

2 間 (4.6m) の 側 柱 建 物 で 、P 63-60 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 2*”* W を 示す 。 遺 物 は 土師 
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Y=38.736. 

Y=38720. 

38.700. < 

だ -t91.360.「 

Xs-191.360. 

第 2 面 (20aー27a 区 ) 

Yz=38.690. X=-191380. 

(20a … 29a 区 ) 第 1 13a… 20a 区 

(の uo) 

28 区 平面 図 2 

突 74、 時 色 土器 75 、 瓦 が 出土 し て お り 、 平 安 時 代 中 葉 と 考え られ る 。 

lla~ー12 a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 南側 に の びる 。 南北 1 聞 (2.25m) 以上 、 東 西 3 間 ⑯⑥.9 

m) の 側 柱 建 物 で 、P 68-69 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 5*" W を 示す 。 遺 物 は 非常 に 少な い が 

土師 器 が 出土 し て お り 、 平 安 時 代 中 葉 と 思わ れる 。 

SB 3 

SB4 20a… へ 21a 区 に 位置 する 第 2 面 で 確認 し た 掘 立柱 建物 で 北側 に の びる 可能 性 が ある 。 南 北 1



/ クン アル 

っ いい ーー ーー ニー 一 
\ の 、 ーー プー 

半 、 ン 、 ノ 

82 (u261) りり) り アイ 

の omo) 

ーー 上 ー 
っ - イト 

86(u284) 85cEei) 

CC て 
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ミー 
ン 88(E64) 

89cu286) oe) まき 

/ [| テンプ 
| | 上 ーー 92(h282) 

90te2) 

82 17aー18a SD80 上 層 90 SA3(21a P93) o さき お 
83…85 17a…18a SD80 中 層 91 SB5(26a P115) | で = 

ii 
oolomom 17a…18a SD80 下 層 92 SB5(26a P123) 
89 17a…18a SD80 最 下層 

28 区 出土 遺物 3 

間 (1.8 一 1.9m) 、 東 西 2 間 (2.83.0m) の 側 柱 建 物 と 思わ れ 、P 91-86 を 基準 

標 北 に 対し N 78" W を 示す 。 遺 物 は 少な い が 土 師 器 、 製 塩 土器 語 が 出土 し て お り 、 奈 

思わ れる 。 

SB5 26aー27 a 区 に 位置 する 第 1 面 で 確認 し た 掘 立 柱 建物 で 北 ・ 南 側 に の びる 可能 性 が ある 。 

南北 2 間 (3.75 m) 以上 、 東 西 2 間 (3.7ー3.75 m) の 総 柱 建物 で 、 西 側 に 梅 状 の 柱 列 を 有する 。P 

111-127 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 6” W を 示す 。 遺 物 は 土師 器 92、 和 須恵 器 、 

し て お り 、 鎌 倉 時 代 と 思わ れる 。 

SA3 21a~ー22 a 区 に 位置 する 第 1 遺構 面 で 確認 し た 柱 列 で ある 。 建 物 を 構成 する 

残る が 調査 区 内 で は 、 北 ・ 南 側 に は 対応 する 柱 穴 が 確認 で き な い 。 東西 3 間 (4.6 m) 

基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 87.5" E を 示す 。 遺 物 は 土師 器 、 須 恵 器 、 製 塩 土器 、 

し て お り 、 鎌 倉 時 代 と 考え られ る 。 

に し た 方 位 は 座 

良一 平安 時 代 と 

瓦 器 91 が 出土 

柱 穴 の 可能 性 が 

で P 93-107 を 

瓦 器 90 が 出土 

SD80 16aー1l8a 区 に 位置 する 溝 で ある 。 幅 8.3 m、 深 さ 約 1.1m を 測り 、 南 か ら 北 方 向 に の びる 。 

遺物 は 須恵 器 82・83・86・89、 土 師 器 、 製 才 土 器 64・85・87・88 な ど が 出土 し て お り 
平安 時 代 初頭 と 考え られ る 。 
SX153 20aー27 a 区 に 位置 する 谷地 形 で ある 。 幅 39 m、 深 さ 65 cm を 測る 。 湧 水 

、 奈 良 時 代 後 半 

が 多い 。 遺 物 は 

土師 器 、 須 恵 器 、 製 塩 土器 片 な ど が わずか に 出土 し て いる 。 谷 内 の 24 aー 25 a 区 周辺 に 小穴 が 認め ら 

れる が 、 深 度 が 浅い た め 、 明 確 に 遺構 に な る か は 不明 で ある 。 遺 物 は 製塩 土器 、 土 師 器 片 が わずか に 出 

土 し て お り 、 奈 良 時 代 と 思わ れる 。



2. まとめ 
第 3 工区 の 国 衛 廃寺 跡 に つい て は 、 弥 生 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 、 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 

弥生 時 代 の 遺構 は 、21 区 の 部 分 的 な 確認 で ある が 、 周 辺 に 小 規模 な 集落 が 存在 する 可能 性 が 出 て きた 。 

奈良 ・ 平 安 時 代 に つい て は 、 自 然 地形 の 変化 に 伴う も の が 多い も の の 、 掘 立柱 建物 な ど が 散在 する 形 

で 確認 で きた 。 た だ し 窪地 と な っ て いた 谷地 形 や 溝 か ら は 、 遺 物 が 比較 的 まとまっ て 出土 し て いる こと 
か ら 、 周 辺 に は 同時 代 の 建物 群 が 存 在 す る 可能 性 が 高い 。 ま た 出土 遺物 の 中 に 瓦 が 含ま れる こと が 注意 

され る 。 主 に 瓦 は 、 調 査 地 北 部 28 区 ) 周辺 で 出土 し て お り 、 毛 昔 き 建物 が 存在 し た 可能 性 が 非常 に 
高い と 考え られ る 。 軒 瓦 は 認め られ ず 、 丸 ・ 平 瓦 の み で 詳細 な 年 代 は 分 か り に くい が 、 平 瓦 凸 面 の 調整 
は 、 小 さ な 格子 が 施さ れ た も の が 多く 、 谷 内 の 奈良 平安 時 代 初 頭 の 遺物 と は 共 伴 し な いと 思わ れ 、 年 
代 的 に は 平安 時 代 中 葉 に 位置 付け され よう 。 こ れ ま で の 調査 か ら 国 衛 廃寺 跡 の 性 格 を 判断 する の は 難し 

い が 、 出 土 遣 物 の 瓦 に 軒 瓦 が 含ま れ て いな いこ と ゃ や 議 較 間 癌 明 

調査 地 西側 に は 、 地 元 で “御門 の 渕 "と 呼ば れる 長 
さ 約 30m、 幅 10 mm の 和牛 内 川 と 水路 で 結ば れ た 小さ 

な 渕 が 残っ て お り 、 船 着 場 の 機能 を 想定 する こと を 
考慮 すれ ば 、 寺 院 と いう より 官 衝 的 な 性 格 を 考慮 す 

る 必要 が 生じ て きた と いえ る 。 
中 世 の 遺 構 や 建物 は 、 中 央 部 か ら 東 部 を 中 心 に 分 

布 し て お り 、 奈 良 ・ 平 安 時 代 同 様 部 分 的 に 集落 が 広 

が る と 思わ れる 。 (坂口 ・ 山 崎 ) 船着 場 状 の 施設 ( 束 か ら ) 
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調査 の 位置 

調査 内 容 
調査 地 は 

1. 

: 原 平野 の 南部 に 位置 し 、 南 束 か ら 北 西 に 緩やか に 傾斜 する 。 

神代 国 衛 地区 で 行わ れる 県 営 賠 場 整 備 事業 の 範囲 内 に お いて 新設 市 道 が 計画 され た こと か ら 、 平 成 

25・26 年 度 に 園 場 整備 事業 に 伴っ て 行っ た 確認 調査 の 結果 に 基づい て 調査 区 を 設定 し 、DーJ の アル 

ファ ベッ ト 順 に 調査 を 行っ て いっ た 。 

以下 主要 な 調査 po 北側 の 調査 区 了 E・HH 区 は 遺構 面 ・ 包 含 層 は 確認 で きず 包 蔵 地 の 範 囲 外 と 考え られ る 

区 に つい て 説明 する 。 

[D 区 」 (81.3 m) 

1 然 の 維 み 状 の 遺構 で 、 居 住 城 を 示す よう な 遺構 で は な い 。 た だ し ベー ス の 上 に 堆積 する 土 層 に は 
IT 

SD 

調査 地 南 端 部 に 位置 する 調査 区 で ある 。 

奈良 ・ 平 安 時 代 の ベー ス と な る 黒色 系 の 土 層 が 南 か ら 北 方 向 に 傾斜 する 。 確 認 し た 遺構 は 、 溝 状 の 遺 

構 や 

奈良 ・ 平 安 時 代 の 遺物 5ー8 が 含ま れ て お り 、 摩 滅 が 少な いも の が 含ま れる こと か ら 、 周 辺 に は 同時 代 

の 遺構 が 分 布 す る 可能 性 が ある 。 ま た 5 は 円 面 礁 の 一 部 と 考え られ 注意 され る 。 西 端 部 の SX え 1、 

(S=174000)》 

調査 区 設定 図
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第 2 遺構 面 第 1 遺構 面 

10m (S=1/Z50} 

平面 図 F 区 
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28Y2) 25Y4④ 

25 へ 28 SD33 9…12 包含 層 13 SX11 14 SX12 _ 15 SX13 16・17 SX14 _ 18 ご 24 SD34 

(さき 

F 区 出土 遺物 

・4、SD 10 は 中 世 の 遺 構 と 考え られ る 。 北東 部 の SX 3 は 、 浅 い 符 み 状 の 遺構 で 奈良 時 代 の 須恵 

器 1 へ ご 3 等 が 出土 し て いる 。 

2 

[F 区 」 (784.4 mm 

G 区 の 北 に 位置 する 調査 区 で ある 。 ほ ば ぼ 同 じ 高 さ で ある が 、 遺 構 面 を 2 面 確認 し た 。 
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29(H13) 

30cee) 

37(U42) 36(Uu44 

31ch25) 
/_ mm 

32(u78) 

20cm ルー (の 31 1a… fb SD37 

35・37 10a 包含 層 

G 区 出土 遺物 

第 1 遺構 面 で は 、 調 査 区 南端 で 梁 行 2 間 メ X 桁 行 1 間 以 上 の 総 柱 建 物 S B 

30 2a へ 3b SD9 

34・36 11a 包含 層 

29 1a… 3a SD7 

32・33 8b…ー 9b SX48 

[ を 検出 し た 。 こ の 南側 の 5 

、 桁 行 は 2 間 で 四 囲 に 誠 が 付く 構造 と 推定 され る 。 ほ ぼ 正 南 

に
 い
い
 いい いい い

い
 いい い
い
 いい い

い
 いい いい い

い
 いい い

い
 いい いい いい いい い

い
 い
い
 い
い
 

周囲 の 包含 層 や 欠 み 状 の SXX 11 14 か ら 平 安 時 代 後 

須恵 療 才 10・14・17、 黒 色 土 器 塊 15 等 が 出土 し て いる 。 

最大 幅 約 2.9 m、 深 さ 56 cm を 測る 。 南 

深 さ 10 cm で 南北 方 向 に の びる 。 拓 恵 器 、 土 

事 用 車両 の 通行 が 可能 な よう に 複数 回 に 分 け て 進め た 。 調 査 区 内 の 明 黄 色 系 へ 価 混 黒 色 系 

次 調査 21 区 で 建物 の 続き を 検出 し て お 

北の方 位 を 示す 。 柱 穴 か ら の 出土 遺物 は 無い が 、 

第 2 遺構 面 で は 、 調 査 区 南端 で 西 か ら 東 方 向 に 流れ る 旧 河 道 SD 34 が 検出 され て お り 、 下 層 か ら 奈 

良 時 代 前 半 頃 と 思わ れる 須恵 器 坪 B 19・22 ご 24 や 丸 底 V 式 の 製塩 土器 18 等 が 出土 し て いる 。 ま た 調 

栓 区 北端 で は 北西 か ら 南 東方 向 に 流れ る 直線 的 な 溝 SD 33 が 検出 され て お り 、 弥生 時 代 後 期 後半 へ 終 

の ベー ス が 南 か ら 北 方 向 に 傾斜 する 。 南 半 部 に は 暗 褐色 系 の 土 層 と 黒褐色 系 の 土 層 が 堆積 し て お り 、 両 
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・ 平安 時 代 の 遺物 に 混じっ て 瓦 器 片 が わずか に 出土 し て お り 、 中 世 と 思わ れる 。 

70 Cm、 ロロ 
一 

し て お り 、 中 世 と 思わ れる 。 

深 さ 約 5 cm で 南北 方 向 に の びる 。 東 側 に あ 

し て お り 、SD 7 同様 中 世 と 思わ れる 。 

層 か ら 須 恵 器 、 土 師 器 、 製 塩 土器 等 奈良 ・ 平 安 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 遺 構 面 が 2 面 確認 で きた 。 

確認 し た 遺構 は 溝 等 が 中 心 で 、 居 住 城 を 示す よう な 遺構 は な い 。 

調査 区 南 半 部 に 位置 する 第 1 面 で 確認 し た 溝 で ある 。 

北方 向 の 溝 に 9 a 区 付近 で 東側 に 直行 する 形 で 幅 約 80 cm の や や 狭い 溝 が 取り 付く 。 遺物 は 土師 器 、 須 

SD 1 

恵 器 、 製 塩 土 器 等 奈 5 

SD2 調査 区 南 半 部 に 位置 する 第 2 遺構 面 で 確認 し た 溝 状 の 遺構 で ある 。 南 東北 西方 向 に の びる 。 

遺物 は 非常 に 少な く 、 土 師 質 の 土器 語 が わずか に 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 の 可能 性 が ある 。 

1aー3 4a 区 に 位置 する 溝 で ある 。 最 大 SD7 

師 器 29、 製 塩 土器 、 礁 等 に 混じっ て 瓦 器 片 が 出土 し て お り 、SD 1 同様 に 中 世 と 思わ れる 。 

2aー3b 区 に 位置 する 溝 で ある 。 最 大 幅 1.2 m、 深 さ 25 cm で 南北 方 向 に の び て 先 の SD 7・ SD 9 

10 に 直行 する 形 で 切っ て いる 。 遺 物 は 須恵 器 、 瓦 質 土 器 30 等 が 出 

1bー2b 区 に 位置 する 溝 で ある 。 最 大 幅 80 cm、 

る SD7 と 約 1.5 mm 離れ て 平行 する 。 須 恵 器 、 土 師 器 が 出 

SDD 10 

SD 37 1aー1b 区 に 位置 する 溝 状 の 遺構 で ある 。 幅 は 一 様 で は な く 約 0.4 へ 1.5 mm 前 後 、 深 さ 約 
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ムロ (エエ) 
38 SD1 
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K 区 平面 図 

50 cm を 有する 。 遺物 は 土師 器 31 や 古銭 が 出土 し て お り 、 室 町 時 代 と 考え 

られ る 。 
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SX48 8Dbー9b 区 に 位置 する 第 1 遺構 面 で 確認 し た 浅い 溝 状 の 遺構 

で ある 。 完 形 に 近い 須恵 器 32、 土 師 器 33 等 が 出土 し て お り 、 

られ る 。 

さき 

0
 
い
い
 て
 の
 7
0
0
 い
い
 い
い
 
い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 
い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 の
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 

いい 

! 世 と 考え 

K 区 出土 遺物 

[ 氏 区 」 (258.8 mm 

D 区 と G 区 の 間 に 位 置 す る 調査 区 で ある 。 溝 や 土 等 が 検出 され 、SD 1 か ら は 中 世 前 半 頃 の 土師 器 

小皿 38 が 出土 し て いる 。 

2. まとめ 

! 世 の 掘 立柱 建物 や 奈良 時 代 の 旧 河 道 、 弥 生 時 代 の 溝 等 が 検出 さ 

れ た 。 包含 層 か ら 古 代 の 瓦 片 が いく つか 出土 し て いる が 、 と 所 茸 の 建物 等 は 検出 され て いな い 。 

人 導 的 な 遺構 は それ 程 多 く な い が 、 

(山崎 ・ 坂 口 )



6. 入 田 稲 荷 前 遺跡 ・ 和 畑 遺跡 ・ 豆 平 前 遺跡 ・ 南 畑 遺 跡 - 1 次 調査 - 荒 目 遺 跡 - 2 次 調査 - 

森 ノ 腰 遺跡 - 1 次 調査 - 

所 在 地 八木 入 田 ・ 養 宜 中 ・ 養 宜 上 

事業 名 経営 体育 成 基 盤 整備 事業 ( 養 宜 地 区 ) 

担当 考 的 崎 薫 ・ 定 松 佳 重 

種 _ 別 確認 調査 

調査 期間 平成 29 年 6 月 15 日 へ 12 月 15 日 

調査 面積 60Im (2X2ml49 ヶ 土 1X5m1l1 ヶ ) 

調査 の 位置 

1. 調査 内 容 

調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 三原 平野 北東 部 の 標高 20 へ 47 m を 測る 成 相川 有 岸 養 宜 川 の 

両 岸 に 位置 する 田園 地帯 で 、 調 査 地 の 北端 で 養 宜 川 が 成 相 川 に 合流 し て いる 。 調 査 地 や その 周辺 に は 入 

田山 古墳 群 や 上 八木 古墳 ・ 養 宜 館 跡 (県 指定 史跡 ) ・ 南 畑 遺 跡 ・ 戒 壇 寺 跡 ・ 入 田 稲荷 前 遺跡 ・ 城 の 山城 

跡 な ど 多 く の 遺 跡 が 包 蔵 され て いる 。 

平成 25 年 度 に 上 記事 業 に 伴っ て 分 布 調査 を 行っ た 結果 、 広 範囲 に 遺物 の 散布 が 認め られ た 。 よ っ て 、 

地下 の 埋蔵 文化 財 の 有無 を 確認 する た め 、 遺 跡 範囲 確 認 調査 を 行っ た 。 当 地区 は 農業 が 盛ん な 地域 で あ 

る こと か ら 、 一 年 の 大 半 の 期間 を 農作物 の 栽培 で 使用 し て いる 田 半 も 多く 、42 年 計画 で 地元 と の 調整 を 

取り つつ 調査 を 進め る こと と な っ た 。 

2X2m の 調査 区 を 149 ヶ所 、 1X 5m の 調査 区 を 1 ヶ所 設定 し た 。 調査 順に 主 な 調査 区 の み 記 述 

する 。 な お 、 調 査 対 象 地 が 広範 囲 で ある た め 、 調 査 区 No. の 後に 0 で どの 遺跡 に 位置 する か を 示す こと 

と する 。 (A) 入 田 稲荷 前 遺跡 、 (B) 尋 畑 遺跡 、 (C) 喜平 前 遺跡 、 (D) 南畑 遺跡 、 (E) 荒 目 遺 

跡 、 (F) 森 ノ 腰 遺跡 

No 2 (F) 23 層 上 面 に 掘り 込ま れる 溝 を 確認 し た 。 断 面 観察 か ら 913 層 ・14 へ 22 層 で 大 きく 2 度 

の 埋没 が 確認 で きる 。14 へ 22 層 に は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 が 含ま れる が 、 9 13 層 か ら は 遺物 を 

確認 で き な か っ た 。 周辺 の 調査 区 で ある No.1 ・ 3 は 耕作 土 の ほ ほぼ 直 下 が 地 山 で あり 、 遺 構 を 確認 で き な 

か っ た こと か ら 、 詳 細 な 遺跡 範囲 を 確定 する た め No. 103・104 を 追加 し た が 遺構 は 見 つか ら な か っ た 。 

No 6 (E) 暗 灰 黄色 粘 極細 砂 質 土 に 掘り 込ま れる 遺構 を 3 基 検 出し た 。 遺構 に は 切り 合い が み ら れ た が 、 

遺物 が 乏しく 時 代 は 明確 で は な い 。 ま た 、 断 面 観察 で この 遺構 面 よ り 下 層 の 黒褐色 粘 質 土 で 遺構 を 確認 

し た 。 2 面 と も 遺構 面 に 8 へ 9 世紀 の 遺物 が 多く 含ま れる 。 

No 7 (E) 地 山 に 掘り 込ま れる 幅 約 40 cm の 浅い 溝 を 確認 し 、 弥 生 時 代 中 期 未 頃 の 土器 や サ ヌ カ イト 片 

が 出土 し た 。 

No 10 (E) 2 基 の 遺構 を 検出 し た 。 1 基 は 深 さ 40 cm の 柱 穴 で ある 。 遺構 か ら 時 代 を 判別 で きる 遺物 は 

出土 し て いな い が 、 遺 構 面 や その 上 層 に は 古代 の 遺物 が 含ま れる 。 

No 11 (EE) 小穴 を 1 基 検 出し た 。 遺構 か ら 時 代 を 判別 で きる 遺物 は 出土 し て いな い が 、 遺 構 面 の 上 層 

に は 古代 の 遺物 が 含ま れる 。 

No 13 (E) 弥生 時 代 ー 中 世 の 遺 物 を 多く 含む 包含 層 が 堆積 する 。 地 山 で ある 褐色 粘 砂 質 土 で 土 志 や 柱 
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穴 な どの 遺構 を 検出 し た が 、 断 面 観察 で 上 層 よ り 掘 り 込 まれ る 遺構 が ら ある こと が わか っ た 。 遺 構 か ら 時 

代 を 判別 で きる 遺物 は 出土 し て いな い 。 

No 15 (E) 礎 を 多く 含む 地 山 に 掘り 込ま れる 柱 穴 を 2 基 検 出し た 。2 基 と も 20 cm ほど の 深 さ で 、 古 代 

の 遺物 に 混じっ て 弥生 時 代 終 未 期 の 東 阿波 型 土 器 が 出土 し た 。 

No 21 (B) 6 層 上 面 で 遺構 を 確認 し た 。 柱 穴 (遺構 1) か ら は 中 世 の 土 師 質 鍋 が 出土 し て いる 。 6 層 

より 下 に お いて 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、 遺 物 を 含む 堅く 安定 し た 堆積 層 で あっ た た め 、 周 辺 に 遺構 

が 存在 する 可能 性 が ある 。 

No 22 (B) 10 層 上 面 か ら 据 り 込ま れる 遺構 4 の 上 に 深 さ 10 cm ほど の 小穴 3 基 (遺構 1ー3) が 掘り 込 

まれ て いる 。 遺 構 4 は 底面 が 平ら で あり 、 流 水 の 痕 跡 が み ら れ な いた め 、 溝 で は な く 大 き な 土 才 と 考え 

られ る 。 弥生 時 代 後期 の 遺物 が 出土 し て いる 。 ま た 、 6 層 か ら 出 土 し た 土器 の 中 に は 弥生 時 代 後 期 前 半 

の 他 地 域 か ら の 搬入 品 が 含ま れ て いた 。 

No 23 (B) 礎 層 の 地 山 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 断面 観察 も 含め て 5 基 確 認 し た 。 時 代 は 不明 で ある 。 

No 24 (B) 柱 穴 を 1 基 検 出し た が 、 遺構 か ら 遺 物 は 出土 し て いな い 。 遺構 面 に は 古代 の 遺物 が 含ま れる 。 

また 、 了 断面 観察 で 下層 に も う 1 面 遣 構 面 を 確認 し た が 、 時 代 は 不明 で ある 。 

6 30 (B) 断面 観察 より 黒褐色 シル ト 質 土 で 遺構 を 確認 し た 。 遺 構 面 や その 上 の 包含 層 か ら は 弥生 時 

代 後期 の 土器 が 出土 し て いる 。 

0 31 (B) 断面 観察 より 2 面 の 遺構 面 を 確認 し た 。 上 層 の 遺構 面 で は 三 足 鍋 の 脚 が 出土 し て いる こと 

か ら 、 中 世 と 考え られ る 。 下層 の 遺構 面 の 時 代 は 不明 で ある 。 

0 36 (B) 上 層 に 位置 する 褐色 極細 人 砂 質 土 に 掘り 込ま れる 遺構 を 断面 で 確認 し た 。 遺 構 面 より 下層 で 

中 世 の 瓦 器 や 土師 器 皿 が 出土 し た こと か ら 、 遺 構 の 時 代 は 中 世 以 降 で ある 。 下 層 は 砂 … 礎 の 堆積 層 で あ 

る こと か ら 、 こ の 辺り まで 成 相 川 の 影響 が 及 ん で いた も の と 考え られ る 。 

No 37 (B) に ぶ い 黄 褐 色 粘 細 砂 質 土 に 掘り 込ま れる 小穴 を 壁際 に 確認 し た 。 時 代 は 不明 で ある 。 

No 41 (A) 水 揃 け が 悪く 湧 水 が 激しい 場所 に 位置 する が 、 遺 構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 奈 

良 時 代 一 平安 時 代 前 半 頃 の 小穴 1 基 を 検出 し た 。 第 2 遺構 面 で は 古代 の 小穴 と 溝 も し く は 土 垢 の 一 部 を 

検出 し た 。 

No 44 (A) 調査 区 全体 が 流 路 の 中 に あたり 、 一 度 埋没 後 、 別 の 新しい 流 路 に よっ て 切ら れ て いる 。 新 

し い 流 路 か ら は 古代 の 須恵 器 や 土師 器 が 出土 し て いる が 、 先 行 す る 流 路 か ら は 遺物 を 確認 で き な か っ 

た 。 

06 45 (A) この 調査 区 も 下層 が 流 路 に あたり 、 一 度 埋没 後 、 別 の 流 路 に よっ て 切ら れ て いる 。 先 行 す 

る 流 路 の 礎 層 か ら 弥 生 時 代 後 期中 葉 へ 後 葉 に か け て の 土器 が や や まとまっ て 出土 し た 。 

No 47 (A) 古代 の 遺構 と 考え られ る 小穴 2 基 を 黒褐色 粘 質 土 で 検出 し た 。 

No 48 (A) 直径 1.1m、 深 さ 20 cm の 土 志 や 柱 穴 な ど を 確認 し た 。 遺 構 か ら は 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 な 

ど 鎌 倉 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

0 49 (A) 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土器 な ど 古 代 の 遺物 を 多く 含む 包含 層 

を 確認 し た 。 周 辺 か ら 遺 構 が 確認 され る 可能 性 が 高い 。 

No 50 (A) 黒色 粘 質 土 で 幅 約 30 cm の 古代 の 浅い 溝 の 上 に 切り 合う 深 さ 25 cm の 柱 穴 を 検出 し た 。 柱 穴 

の 底 に は 拳 大 の 根 石 が 3 個 置 か れ て いた が 、 時 代 は 不明 で ある 。 

No 52 (A) 遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 中 世 の 柱 穴 や 小穴 な ど 7 基 の 遺構 を 検出 し た 。 遺 
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構 面 と な る 黒褐色 シル ト 質 土 か ら 弥 生 時 代 終 未 期 の 東 阿波 型 土 器 獲 が 出土 し た 。 第 2 遺構 面 で は 柱 穴 と 

幅 約 60 cm の 浅い 溝 を 検出 し た が 、 遺 物 は 出土 し て いな い 。 

No 53 (A) 包含 層 に 土師 器 ・ タ 須恵 器 ・ 製 塩 土 器 な ど 古 代 の 遺物 が 多く 含ま れる 。 遺構 は 確認 し て いな い 。 

No 55 (A) 古代 の 遺構 を 断面 観察 で 確認 し た 。 

No 56 (A) 包含 層 に 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土器 な ど 古 代 の 遺物 を 多く 含む が 、 遺 構 は 確認 し て いな い 。 

Mo 58 (A) 遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 遺構 か ら の 遺物 は 少な い が 、 第 1 遺構 面 は 古代 中 世 、 第 2 遺構 

面 は 古代 の 遺構 と 考え られ る 。 

No59 (A) 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 を 含む 包含 層 を 確認 し た 。 また 、 断 面 観察 で 2 基 の 遺構 を 確認 し た 。 

No 60 (A) 13 層 上 面 と 16 層 上 面 で 遺構 を 確認 し た 。 第 1 遺構 面 に は 多く の 遺構 が 存在 し 、 平 面 で 検出 

で き な か っ た 遺構 も ある 。 直径 約 1.0m、 深 さ 38cm の 土 (遺構 3) か ら は 大 量 の 焼 土 と と も に 鎌倉 

時 代 の 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 ・ 輪 入 陶磁 器 (白磁 ) な ど が 出土 し た 。 第 2 遺構 面 で は 小 土 (遺構 7 

を 確認 し た が 、 遺 物 は 出土 し て いな い 。13・14 層 に は 四国 か ら の 搬入 品 を 含む 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺 

物 が 多く 含ま れる こと か ら 同 時 代 と 推測 され る 。 

No 61 (A) 褐 灰 色 土 に 掘り 込ま れる 遺構 を 5 基 検出 し た 。 遺 構 か ら 出 土 し た 遺物 が 少な いた め 時 代 は 

判別 で き な い が 、 遺 構 面 直上 の 包含 層 に は 鎌倉 時 代 の 遺物 が 含ま れ て いた 。 

No 64 (A) 20 層 上 面 と 21・22 層 上 面 で 遺構 を 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 奈良 時 代 の 土 坊 (遺構 1・4) 

と 柱 穴 (遺構 2・3 ) を 検出 し た 。 遺構 1 は 直径 60 70 cm で 、 須 恵 器 ・ 土 師 器 ( 内 産土 師 器 を 含む ) ・ 

製塩 土器 な ど が 出土 し た 。 遺構 2 ・3 は 直径 60 cm 以上 の 大 型 の 柱 穴 で 、 深 さ は 遺構 2 が 60 cm、 遺 構 3 

が 72 cm を 測る 。 第 2 遺構 面 で は 小穴 を 3 基 検 出し た 。 遺 構 の 遺物 は 小 語 で ある た め 時 代 は 明確 で は な 

ゝ が 、 遺 構 直 上 の 20 層 に は 瀬戸 内 地域 か ら の 搬入 品 を 含む 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 が 含ま れ て いた 。 

また 、5・6 層 に は 奈良 時 代 の 遺物 が 多く 含ま れ 、 白 面 観察 で 9 層 上 面 か ら 掘 り 込 まれ る 遺構 (7 ・8 

層 ) も 確認 し 、7 層 か ら は 青銅 製 帯 金具 の 蛇尾 片 が 出土 し た 。 そ の 当時 、 役 人 な ど が ベル ト に 着け て い 

た 帯 金具 に は 細か い 規 定 が あり 、 衣 服 令 が 六 位 以下 の 者 は 青銅 製 と 決め られ て いた 。 淡 路 国 の 役人 に お 

いて 、 最 高位 の 国司 は 六 位 に あたり 、 国司 以下 の 役人 の 存在 を 示唆 する 遺物 で ある 。 この 調査 区 は 遺構 ・ 

遺物 の 両面 に お いて 官 衝 的 要素 が 高い 。 

No 67 (A) 浅い 土 垢 を 検出 し た 。 鎌倉 時 代 以 降 の 遺構 で ある 。 

No 68 (E) 北西 か ら 南 東方 向 に 走る 幅 1m 以 上 、 深 さ 60 cm の 溝 状 の 遺構 な ど を 暗 褐色 粘 質 土 で 検出 し 

た 。 遺物 は 小 語 の た め 時 代 は 不明 で ある 。 

No 70 (A) 遺構 は 全て 同一 面 に 掘り 込ま れ た 遺構 で あっ た が 、 検 出 が 困難 で あっ た た め 、 褐 灰色 砂 質 

土 の 遺 構 を 掘削 後 、 全 体 に 少し 下げ て 再度 遺構 検出 を し 、 第 2 遺構 面 と し た 。 第 1 遺構 面 で は 古代 以降 

の 柱 穴 や 土 を 5 基 検 出し た 。 第 2 遺構 面 の 遺構 6 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 と 終末 期 の 遺物 を 多く 含む 遺構 

で ある 。 部 分 的 な 検出 で あっ た た め 、 遺 構 の 性 格 は わか ら な い が 終 末期 の 土器 の 中 に は 東 阿波 型 土器 や 

隔 波 系 の 橋 が 含ま れ て いた 。 遺 構 7 は 東 に 落ち て いく 遺構 で 、 弥 生 時 代 後 期末 終末 期 の 遺物 が 出土 し 

た 。 

No 71 (A) 2 面 の 遺構 面 で 柱 穴 な どの 遺構 を 検出 し た 。 第 1 遺構 面 は 古代 、 第 2 遺構 面 は 弥生 時 代 の 

可能 性 が 考え られ る 。 

NM 72 (A) 黒褐色 粘 質 土 に 掘り 込ま れる 弥生 時 代 終 末期 の 堅 六 住居 を 検出 し た 。 堅 穴 住 居 は 円 形 を 時 

し 、 周 溝 が めぐ っ て いる 。 

号
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No 73 (A) 地 山 に 掘り 込ま れる 遺構 を 3 基 検 出し た 。 遺 構 か ら 鎌 倉 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 ま た 、 

断面 観察 で 上 層 に 別 の 遺構 面 を 確認 し た が 、 時 代 は 不明 で ある 。 

No 74 (A) 耕作 土 直 下 で 土 撤 の 一 部 と 考え られ る 遺構 を 検出 し た 。 遺 構 か ら 縄 文 時 代 前 期 前 葉 と 中 期 

末 の 土器 が 出土 し て いる 。 前期 前 葉 の 縄文 土器 は 搬入 品 で 、 生 駒 西 価 産 (河内 地方 ) の 北白川 下層 式 、 

中 期末 の 土器 は 北白川 C 式 と 思わ れる 。 

No 82 (D) 上 層 は 後世 の 揚 乱 を 受け て いた が 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 褐 色 細 砂 質 土 で 遺構 を 2 基 確 認 し 

た 。 時 代 は 不明 で ある 。 

No 83 (D) 遺構 面 を 2 面 調査 し た 。 第 1 遺構 面 で は 、 5 層 上 面 で 古代 の 柱 穴 や 土手 を 検出 し た 。 第 2 

遺構 面 で は 、10 層 上 面 に 掘り 込ま れる 遺構 を 検出 し た 。 遺構 4 は 直径 40 cm、 深 さ 60 cm の 柱 穴 で ある 。 

遺構 5 は 南側 に 落ち て いく 遺構 の 一 部 で あり 、 古 代 の 遺物 を 含む 。 ま た 、 断 面 観察 で 8 層 上 面 か ら 掘り 

込ま れる 遺構 (6 ・7 層 ) を 確認 し た こと か ら 、 遺 構 面 は 3 面 と な っ た 。 5~8 層 に は 奈良 時 代 前 半 の 

遺 

No 

物 が 多く 含ま れ て いた 。 

84 (D) 地 山 に 掘り 込ま れる 遺構 を 2 基 検出 し 、 浅 い 土 状 の 遺構 か ら は 弥生 時 代 後 期 の 土器 が 出 

土 し て いる 。 

No 87 (D) 断面 観察 で 、 調 査 区 の 大 部 分 が 北 に 向かっ て 落ち て いく 遺構 で ある こと を 確認 し た 。 遺 構 

か ら 須 恵 器 の 長 頸 志 な ど 古 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

No 89 (D) 調査 区 全体 が 大 き な 遺 構 の 中 に ある と 考え られ 、 上 層 (1 ご 5 層 ) は 揚 乱 で 後世 の 影響 を 

受け て いる も の の 、 中 層 (6 層 ) は 弥生 時 代 終 末期 へ 古墳 時 代 初 頭 、 下 層 (7 ご 9 層 ) は 弥生 時 代 後 期 

の 遺物 を 大 量 に 含む 。 中 層 か ら は 製塩 土器 ( 脚 台 四 式 ) や 東 阿波 型 土 器 の 他 、 淡 路 島 で は 出土 の 少な い 

在 地産 の 布 六 1 式 宅 、 下 層 か ら は 長 さ 1.9 cm の 直 玉 製 管 玉 が 出土 し て いる 。 

No 91 (D) 遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 耕作 土 直 下 に 掘り 込ま れる 室町 時 代 頃 の 浅い 溝 状 

の 遺構 を 検出 し た 。 第 2 遺構 面 で は 異な る 時 期 の 遺構 を 同一 面 で 確認 し 、 弥 生 時 代 の 遺構 の 上 に 平安 時 

代 の 遺構 が 切り 込ん で いた 。 

No 92 (D) 鎌倉 時 代 の 遺構 を 4 基 検 出し た 。 

No 93 (D) 弥生 時 代 後期 と 考え られ る 遺構 を 断面 観察 で 確認 し た 。 

No 94 (D) 4・5 層 上 面 で 5 基 の 遺構 を 検出 し た 。 埋 士 の 色 が 異な り 、 遺 構 3 か ら は 中 世 、 遺 構 4・ 

5 か ら は 古代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 遺 構 5 の 遺物 の 中 に は 、 小 片 で は ある が 一 般 の 集落 で は 出土 し な 

い 平 安 時 代 前 葉 の 近江 系 緑 衝 陶 器 片 を 確認 し た 。 遺 構 1 ・2 は 遺物 が 小片 で ある た め 時 代 の 判別 が 難し 

い が 、 黒 褐色 の 埋 士 で ある こと か ら 、 弥 生 時 代 の 可能 性 が 考え られ る 。 

No 95 (D) 遺構 面 を 3 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 平安 時 代 の 遺物 を 含む 浅い 土塊 な ど 3 基 の 遺構 を 

検出 し た が 、 そ の 内 1 基 は 検出 面 よ り 上 層 か ら 掘 り 込 まれ る 遺構 で ある こと が 断面 観察 で わか っ た 。 第 

2 遺構 面 で は 古代 の 遺物 と 弥生 時 代 後期 の 2 時 期 の 遺構 を 確認 し た 。 

No 97 (D) 耕作 土 直 下 で 古代 の 遺構 を 7 基 検出 し た 。 こ の 内 2 基 は 床 面 が 平ら な 土塊 の 上 に 切り 込ん 

で いた 。 

No 98 (D) 遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 古代 の 遺構 と 考え られ る 浅い 溝 状 の 遺構 と 土 志 を 

検出 し た 。 第 2 遺構 面 で は 小穴 2 基 を 検出 し た が 、 小 片 の 遺物 し か 出土 し て いな いた め 、 時 代 は 不明 で 

ある 。 

No 100 (D) 耕作 土 直下 で 直径 約 70 cm、 深 さ 40 cm の 大 型 柱 穴 を 確認 し た 。 遺 物 は 小 庁 で ある た め 、 時 
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代 は 不明 で ある 。 

No 101 (D) 第 1 遺構 面 で は 平安 時 代 の 柱 穴 を 1 基 、 地 山 で ある 第 2 遺構 面 で は 時 代 不 明 の 土 を 検出 

し た 。 

No 102 (D) 地 山 に 掘り 込ま れる 柱 穴 を 確認 し た 。 時 代 は 不明 で ある 。 

No 105 (A) 地 山 に 掘り 込ま れる 柱 穴 を 確認 し た 。 直径 は 小さ い が 深 さ は 35 cm 以上 を 測る 。 時 代 は 不 

明 で ある 。 

No 110 (A) 遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 時 代 不 明 の 遺構 を 2 基 確 認 し た 。 第 1 遺構 面 よ り 

下層 の 包含 層 に は 弥生 時 代 後 期 へ 終 未 期 の 遺物 が 多く 含ま れ 、 第 2 遺構 面 の 小穴 か ら も 同時 期 の 遺物 が 

出土 し た 。 

No 112 (A) 段丘 面 の 崖 下 に 位置 する 。 上 層 に は 古代 の 瓦 が 散見 し 、 そ の 下 に ある 不安 定 な 砂層 に 土 撤 

や 柱 穴 な どの 遺構 が 6 基 握 り 込ま れ て いた 。 遺 構 に は 切り 合い が み ら れ 、 土 撤 に は 弥生 時 代 終 末期 の 遺 

物 が 多く 含ま れ て いた 。 そ の ほか の 遺構 に つい て は 、 遺 物 が 少な く 時 代 は 明確 で は な い 。 

No 1138 (A) 遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 遺構 か ら 遺 物 は 出土 し て いな い が 、 第 1 遺構 面 は 中 世 と 考え られ 

る 。 

No 116 (A) 奈良 平安 時 代 の 遺物 を 多く 含む 包含 層 を 確認 し た 。 中 で も 製塩 土器 の 割合 が 多い 。 南 西 

方 向 に 傾斜 する 落ち を 地 山 で 確認 し た が 、 遺 物 は 含ま れず 、 遺 構 か どう か 判断 は 難し い 。 

No 119 (A) 水 揃 け の 悪い 場所 で ある が 、 古 代 の 遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 周辺 に 位置 する 調査 区 No. 

117・118 で は 遺構 を 確認 で き な か っ た が 、 包 含 層 に は 古代 の 遺物 が 多く 含ま れ て いた 。 

No 121 (E) 黒褐色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れる 柱 穴 な どの 遺構 を 3 基 検出 し た 。 遺 構 の 時 代 は 明確 で は な 

い が 、 古 代 よ り 遡 ら な い 。 

No 122 (E) 8 層 上 面 で 土 撤 や 溝 状 の 遺構 4 を 検出 し た 。 遺 構 に は 切り 合い が み ら れ る 。 遺 構 4 は 弥生 

時 代 の 遺構 の 可能 性 が ある が 、 そ の 他 の 遺構 は 中 世 で ある 。 

No 124 (E) 谷 筋 に 位置 する 調査 区 で 、 溝 の 肩 部 と 推測 され る 古代 の 遺構 を 確認 し た 。 

No.125 (EE) 礎 層 で ある 6 層 上 面 か ら 掘 り 込 まれ る 土 折 な どの 遺構 を 確認 し た 。 遺 構 1 は 弧状 を 呈す る 

底 が 平ら な 遺構 で 、 弥 生 土 器 が 出土 し て いる こと か ら 円 形 の 堅 穴 住居 の 可能 性 が ある 。 

No 126 (E) 谷 筋 に 位置 する 調査 区 で ある 。 下 層 は 養 宜 川 の 旧 河 道 に あたり 、 弥 生 時 代 中 期 後 葉 後 期 

前 半 の 土器 が 多く 含ま れ て いた 。 河 川 の 埋没 後 、 弥 生 時 代 後 期末 の 遺物 を 含ん だ 層 が 堆積 し た も の と 思 

われ る 。 

No 129 (E) NW.126 同様 に 谷 筋 に 位置 する 調査 区 で 、7・8 層 に は 奈良 時 代 の 遺物 が 含ま れ て いる 。12 

層 よ り 下 の 旧 河 道 に は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 が 多く 含ま れ 、 特 に 23 ご 25 層 に 多い 。 ま た 、22 層 か 

ら は 生駒 西 尊 産 地域 特有 の チョ コレ ー ト 色 を し た 胎土 の 土器 が 出土 し て いる 。 

No 182 (E) 地 山 で ある 礎 混 灰 黄 色 シ ルト で 柱 穴 な どの 遺構 を 5 基 確 認 し た 。 遺 構 に は 切り 合い が 見 ら 

れる が 、 あ まり 時 期 差 は 無い も の と 考え られ る 。 遺 構 か ら 時 代 が 判別 で きる 遺物 は 出土 し て いな い が 、 

中 世 の 可 能 性 が ある 。 

No 183 (E) 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 を 多く 含む 礎 混 黒色 粘 質 土 に 掘り 込ま れる 遺構 を 断面 観察 で 確認 

し た 。 遺構 埋 士 に は 礎 が 多く 含ま れ 、 弥 生 時 代 終 末期 頃 と 思わ れる 遺物 が 出土 し て いる 。 

No 134 (E) 上 層 は 中 世 、 中 層 は 古代 の 遺物 を 多く 含む 包含 層 が 堆積 する 。 下 層 は 大 き な 潮 状 の 遺構 で 

ある 可能 性 が あり 、 四 国 地 域 か ら の 搬入 品 を 含む 弥生 時 代 中 期 後 葉 終 末期 の 遺物 が 多く 出土 し た 。 



No 135 (E) 8 層 上 面 で 、 遺 構 を 確認 し た 。 遺 構 2 は 養 宜 川 に 向かっ て 流れ る 溝 の 肩 部 と 考え られ 、 奈 

良 鎌 倉 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

No0 137 (EE) 地 山 で ある 礎 混 黒褐色 粘 細 砂 質 土 で 大 き な 土 折 を 確認 し た 。 遺 物 は 小片 の た め 時 代 は 不明 

で ある 。 

No 138 (EE) 灰 黄 褐色 細 砂 質 土 に 掘り 込ま れる 土 折 や 多く の 小穴 な ど を 確認 し た 。 土 垢 は 1.2 mm 以上 、 

深 さ は 30 cm あり 、 弥生 時 代 後 期 終 末期 の 遺物 が 出土 し て いる 。 遺 構 の 埋 士 は 2 種類 ある こと か ら 、 

異な る 時 代 の 遺構 が 存在 する が 、 土 所以 外 の 遺物 は 小片 な た め 時 代 は 明確 で な い 。 

No.139 (E) 養 宜 館 の 東 に 位置 する 調査 区 で ある 。 養 宜 館 に 関連 する 土 時 の 外堀 な どの 遺構 が 検出 され 

る こと を 想定 し て 、 道 路 際 か ら 1X5m の トレ ンチ 調査 を 行っ た 。 断 面 観察 か ら 、14 層 上 面 か ら 掘り 

込ま れる 3 へ 12 層 の 潮 状 遺構 と 土質 と 考え られ る 13 層 を 確認 し た 。 7 層 か ら は 輸入 陶磁 器 (青磁 ) 、 

13 層 か ら は 瀬戸 焼 や 備前 焼 が 出土 し 、 室 町 時 代 頃 と 考え られ る 。 養 宜 館 と 直接 関係 する 遺構 で ある か 

は 不明 で ある が 、 時 代 的 に は 同時 期 と 思わ れる 。 

No.140 (C) 良好 な 立地 条件 と は 言え な い 狭 い 段 丘 面 に 位置 する 場所 で あっ た が 、12 層 上 面 と 15 層 上 

面 で 遺構 を 確認 し た 。 両 面 と も 遺構 の 密度 が 高く 、 第 1 遺構 面 で は 古代 の 柱 炎 な ど 、 第 2 遺構 面 で は 弥 

生後 期 へ 古代 の 範 暗 の 土塊 な ど を 検出 し た 。 

No.141 (A) 段丘 面 崖 下 に 位置 する 調査 区 で 

ある 。11 層 上 面 で 土 志 や 潮 状 の 遺構 を 確認 

し た 。 浅 い 溝 状 の 遺構 2 から は 鎌倉 時 代 の 遺 

物 が 出土 し て いる 。 ま た 、 古 代 や 中 世 の 遺 物 

を 含む 9 層 か ら 3 枚 の 古銭 が 重なっ た 状態 

で 出土 し た 。 古 銭 は すべ て 中 国 新 の 王 葬 が 紀 

元 14ー40 年 初 鋳 14 も し く は 920 年 ) の 間 

に 鋳造 し た 貨 泉 で ある 。 貨 泉 は 中 世 の 大 量 備 

鞭 銭 の 中 か ら 発 見 され る こと も ある が 、 そ の No. 141 出土 貨 泉 

割合 は 1 万 枚 に 1 枚 程 度 で ある 。 貨 銭 の み が 複 数 枚 見 つか っ た 今回 の 事例 は 弥生 時 代 後 期 後半 へ 終 未 期 

に 流入 し た も の と 考え る の が 妥当 で ある が 、 こ の 調査 区 か ら 該 当 す る 時 期 の 遺構 は 確認 で き な か っ た 。 

周辺 の 調査 区 で は 、No. 45・52・72・110 112 で 弥生 時 代 の 遺構 が 見 つか っ て いる こと か ら 、 河 川 の 江 

藻 な ど に よっ て 流れ 込ん だ も の と 推測 する 。 

No.142 (A) 断面 観察 で 遺構 を 確認 し た 。 時 代 は 不明 で ある 。 

No.145 (A) 遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 古代 の 小穴 な ど 、 第 2 遺構 面 で は 弥生 時 代 後 期 の 

土質 な ど を 検出 し た 。 

No.147 (A) 7 層 上 面 と 9 層 上 面 で 遺構 を 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 平安 時 代 の 柱 穴 や 土 垢 を 確認 し た 。 

第 2 遺構 面 で は 弥生 時 代 中 期 前 葉 の 円 形 堅 交 住 居 (遺構 6) な ど を 確認 し た 。 復元 する と 直径 約 3.2 m 

と な る が 、 主 柱 穴 は 調査 区 の 中 で は 確認 で き な か っ た 。 

No.148 (A) 浅い 土 撤 や 柱 穴 な どの 遺構 を 確認 し た 。 そ の 内 1 基 は 縄文 時 代 後期 の 北白川 上 層 式 併行 期 

の 遺物 を 含む 遺構 で あっ た が 、 そ の 他 は 古代 の 遺構 で ある 。 

No 149 (A) 段丘 面 崖 下 の 湿 地 に 設定 し た 調査 区 で 、 遺 構 を 2 基 確 認 し た 。 時 代 は 不明 で ある 。 

No.150 (A) No 149 と 同じ く 、 段 丘 面 崖 下 の 調査 区 で 、 調 査 区 全体 が 大 き な 溝 の 中 に 位置 する 。 上 層 

52 



に は 奈良 時 代 以降 の 遺物 も 含ま れ て いる が 、 中 層 以 下 は 弥生 時 代 後 期末 終末 期 の 遺物 の み が 出 土 す 

る 。 溝 の 中 に は 切り 合い が み ら れ 、 特 に 新しい 溝 の 中 に 遺物 が 多く 含ま れ て いた 。 同 様 の 立地 に ある No 

112・149 は 、 地 山 ま で 掘削 で き て いな か っ た と 考え られ 、 掘 削 深度 を 深め れ ば 大 き な 潮 状 遺 構 を 確認 

で きた 可能 性 が 高い 。 

1
 

い
い
 7
 

2. まとめ 

調査 の 結果 、 広 範囲 に お いて 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 が 確認 され 、 周 知 の 遺跡 で ある 入 田 稲荷 前 遺跡 ・ 南 期 

遺跡 ・ 荒 目 遺跡 は 包 蔵 地 の 範 囲 が 拡大 し 、 尋 畑 遺跡 ・ 喜 平 前 遺跡 ・ 森 ノ 腰 遺跡 に つい て は 新た に 発見 さ 

れ た 遺跡 と な っ た 。 遺跡 ご と に まとめ る 。 

(A) 入 田 稲荷 前 遺跡 

養 宜 川 の 右岸 、 狭 い 段 丘 面 に 広がる 遺跡 で ある 。 費 文 時 代 前 期 へ 鎌倉 時 代 の 遺構 が 見 つか り 、 中心 と 

な る 時 代 は 弥生 時 代 中 期 へ 終 未 期 と 奈良 平安 時 代 初頭 で ある 。 現 段階 で は No. 74 か ら 出土 し た 縄文 時 

代 前 期 前 葉 の 遺物 が この 遺跡 の 中 で の 初 現 と な る 。 養 宜 川 の 対岸 に は 縄文 時 代 の 石器 や サ ヌ カ イト が 散 

布 す る 南畑 遺跡 が 広がり 、 関 連 す る も の と 考え られ る 。 費 文 時 代 中 期 と 後期 の 遺構 ・ 遺 物 も 僅か で は あ 

る が 確認 し た 。 弥 生 時 代 中 期 以 降 は 遺跡 の 南部 を 中 心 に 弥生 時 代 の 遺構 を 確認 し た 。No. 147 で は 中 期 前 

葉 、No.72 で は 終末 期 の 堅 六 住居 も 検出 し 、 定 住 が 認め られ る 。 ま た 、No 141 で 出土 し た 貨 泉 は 弥生 時 

代 の 遺構 か ら で は な いも の の 、 当 時 の 貴重 品 で ある こと は 間違い な く 、 こ の 地域 だ け で な く 淡 路 島 の 弥 

生 社会 を 考え る 上 で 重要 な 遺物 と 言え る 。 古 墳 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 は 見 つか っ て いな い 。 奈 良平 安 時 代 

初頭 の 遺構 は 全域 に 点 在 する が 、 遣 跡 の 北部 で は 古代 より 前 の 遺構 は 確認 で き な か っ た た め 、 こ の 頃 に 

拓 け た も の と 思わ れる 。 こ の 時 代 の 注目 すべ き 調 査 区 は No. 64 で 、 帯 金具 や 衣 内 産土 師 器 な ど 官 衛 的 な 

要素 が 非常 に 強い 遺物 が 出土 し 、 官 衛 の 可能 性 が 考え られ る 。MNo. 112 で 古代 の 瓦 が 数 点 見 つか っ て いる 

こと も 周辺 に 役所 跡 や 寺院 の 存在 を 示唆 する も の で ある 。 ま た 、 内 陸 部 に あり な が ら 製 塩 土 器 が 多く 出 

土 し て いる こと か ら 、 消 費 す る だ け の 需要 が あっ た こと が うか が える 。 平安 時 代 後半 に は 一 旦 衰退 を み 

せる が 、 鎌 倉 時 代 に な る と 遺跡 の 規模 は 縮小 し な が ら も 、 中 央 付近 に 広がり を みせ る 。 室 町 時 代 の 明確 

な 遺構 は 、 今 回 確認 で き な か っ た 。 今年 度 で 大 部 分 の 調査 が 終わ り 、 交 年 度 に 追加 調査 を 数 ヶ所 行う 予 

定 で ある 。 

(B) 尋 畑 遺跡 

成 相 川 に 養 宜 川 が 合流 する 地点 の 間 に 位 置 す る 弥生 時 代 後期 中 世 の 遣 跡 で ある 。 遺 物 の 包 蔵 量 は 他 

の 遺跡 に 比べ る と や や 少な く 、 遺 跡 の 中 心 と な る 時 代 は 中 世 で ある 。 次 年 度 に 行う 残り の 確認 調査 で 詳 

細 な 遺跡 範囲 を 確定 し た い 。 

(C) 喜平 前 遺跡 

養 宜 川 右 岸 の 狭い 段丘 上 に 位置 し 、 新 た に 見 つか っ た 遺跡 で ある 。 今年 度 の 調査 で は No. 140 の 1 ヶ所 

し か 調査 で き て いな いた め 、 詳 細 は 不明 で ある 。 周 辺 に は 状 宜 館 に 関連 する よう な 小字 が 点 在 す る が 、 

今回 は それ より 古い 弥生 時 代 ー 古 代 の 遺構 で あっ た 。 次 年 度 で は 周辺 で 中 世 の 遺 構 も 確認 され る 可能 性 

が ある 。 

(D) 南畑 遺跡 

縄文 時 代 の 石器 の 散布 地 と し て 古く より 周囲 され て いる 南畑 遺跡 は 、 成 相川 と 養 宜 川 の 間 に 位 置 す 

る 。 今回 の 調査 で は 、No.80 82 周辺 の 地表 面 で 縄文 時 代 前 期 の 石器 や 土器 を 採集 し た も の の 、 費 文 時 
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代 の 遺構 は 全く 確認 で き な か っ た が 、 弥 生 時 代 後期 室町 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 が 広範 囲 に 広がり 、 他 で は 

あま りみ られ な か っ た 平安 時 代 の 遺構 も 見 つか っ て いる 。 弥生 時 代 に お いて は Lo. 89 で 碧 玉 製 管 玉 や 東 

阿波 型 土 器 が 出土 し 、 他 地域 と の 交流 が うか が える 。 平 安 時 代 に は No. 94 で 小片 な が ら も 緑 邊 陶器 が 出 

土 し て いる 。 市 内 で 現在 まで に 緑 独 陶器 が 出土 し た 遺跡 は 官 衛 や 寺院 が 多く 、 南 畑 遺 跡 の 南側 に 所 在 す 

る 奈良 へ 平安 時 代 の 戒壇 寺跡 に 関連 する 遺物 の 可能 性 が ある 。 次 年 度 の 確認 調査 結果 に よっ て 、 今 回 南 

畑 遺 跡 と し た 範囲 は 戒壇 寺跡 の 範囲 に 含ま れ て いる か も し れ な い 。 

(は ) 革 目 遺跡 

昨年 度 の 確認 調査 に よっ て 見 つか っ た 養 宜 川 左岸 に 位置 する 弥生 時 代 中 期 後 葉 へ 室町 時 代 の 遺跡 で あ 

る 。 弥生 時 代 中 期 後 葉 一 終末 期 ・ 奈 良一 平安 時 代 初 頭 を 中 心 と し 、 遺 跡 全 域 に 広がる 。 遺 跡 の 中 で 養 宜 

川 の 旧 河 道 (No.9 ・124・126・129・1381) を 確認 し た 。MNo. 126・129 に は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 が 多 

く 出土 し 、No 126 か ら 出 土 し た 河内 地方 の 土器 か ら 、 他 地域 と の 交流 が うか が える 。 弥生 時 代 終 末期 の 

遺構 は 遺跡 の 西 半 で 確認 され て いる 。 今回 の 調査 で 鎌倉 時 代 の 明確 な 遺構 を 確認 で き て いな い が 、 遺 物 

は 包 蔵 され て いる こと か ら 今 後 周 辺 で 確認 され る 可能 性 が ある 。 室 町 時 代 の 遺構 は No. 139 で の み 確 認 し 

て いる 。 次 年 度 の 調査 に よっ て 、 別 の 遺跡 と し て 考え る べき か も し れ な い 。 遺跡 全 体 と し て は 、 今 回 の 

調査 範囲 より 南 束 に 広がる 可能 性 が 高い 。 

(F) 森 ノ 腰 遺跡 

調査 対象 地 の 中 で 西端 に 位置 し 、 養 宜 川 右岸 の 狭小 な 遺跡 で ある 。No. 2 で 養 宜 川 へ と 流れ る 人 為 的 な 

弥生 時 代 中 期 後 葉 の 溝 を 検出 し た が 、 周 辺 の 調査 区 で 遺構 は 確認 で き な か っ た 。 

以上 の こと か ら 、 養 家 地 区 は 市 内 で も 早い 段階 に あたる 縄文 時 代 前 期 か ら 人 々 の 生活 の 痕跡 が み ら れ 

る 地域 で ある 。 弥 生 時 代 中 期 終 未 に は 他 地 域 と の 交流 も 盛ん で あり 、 拠 点 的 な 集落 だ っ た と 考え られ 

る が 、 古 墳 時 代 初 頭 に は 完全 に 衰退 する 。 古 墳 時 代 後期 に な っ て 周辺 に は 入 田 山 古 墳 群 や 上 八木 古墳 な 

ど が 築 か れ は じ め る が 、 定 住 の 痕跡 は み ら れ な い 。 そ の 後 、 律 令 期 に 入っ て 、 古 代 の 官 道 が 整備 され る 

と 、 責 海道 の すぐ 北側 に 位置 する 調査 地 は 再び 繁栄 を みせ る 。 古 代 の 行政 区 で 三原 郡 養 宜 郷 に 属す る 調 

査 地 は 三原 平野 の 東 の 入口 と な り 、 重 要 な 場所 で あっ た と 推測 され る 。 平安 時 代 後半 に は 一 旦 衰退 を み 

せる が 、 鎌 倉 時 代 に は また 集落 が 営ま れ て いた よう で ある 。 室 町 時 代 に は 淡路 国 守 護 の 居館 と され る 養 

宜 館 が 築 か れ 、 淡 路 の 中 心地 と な る が 、 今 回 の 調査 で この 時 期 の 遺構 は ほとん ど 見 つか っ て いな い 。 交 

年 度 に は 調査 対象 地 南西 部 に 位置 する 戒壇 寺跡 を 中 心 に 今年 度 調 査 不可 能 で あっ た 田園 や 補足 調査 を 

行っ て 遺跡 範囲 を 絞り 込む 予定 で ある が 、 ど の 遺跡 も 遺構 密度 が 高く 、 出 土 遺物 か ら 考 えて も 非常 に 歴 

史 的 価値 の ある 重要 な 遺跡 と な る で あろ う 。 (的 崎 ) 
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. に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR4/3 土 填 
23 層 ブロ ッ ク 多 く 含 む (遺物 含む 、 盛 土 ) 
日 耕作 土 

. 宰 色 10YR4/6 土 

. に ぶ い 英 褐 色 10YR4/3 土 
こぶ い 黄 褐色 10YR5/3 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 

、 暗 坊 色 10YR3/3 土 
. 灰 警 褐色 10YR4/2 シ ルト 質 土 (Wn・ 遺 物 含む ) 
. 族 萬 褐色 10YR5/2 砂 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 含む ) 
. 時 褐 色 10YR2/2 シ ルト 質 土 十 23 層 大 ブロ ッ ク 二 
談 黄 褐色 10YR5/2 シ ルト 質 土 
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12. 較 灰 黄色 2.5Y5/2 細 砂 
13. 宰 灰色 10YR4/1 シ ルト 質 細 砂 填 28 層 ブロ ッ ク ま ば ら に 含む 
14. 灰 黄 褐色 10YR5/2 シ ルト 質 細 砂 
15. 黄 灰色 2.5Y5/1 細 砂 
16. 褐 灰色 10YR5/1 細 砂 (遺物 含 む ) 
17. 瞳 灰 黄 色 2.5Y4/2 シ ルト 質 細 砂 ( 遺 物 含む ) 
18.、 褐 灰色 10YR4/1 シ ルト 質 細 砂 
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. 瞳 褐色 10YR3/3 砂 質 土 (Wn 含 む ) 

. 褐色 10YR4/4 粘 砂 質 土 Wnm 含 む ) 
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ご 郊 中 > っ まき 海 寺 
2. 黒 褐色 7.5YR3/2 粘 砂 質 土 (遺物 ・ の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
3. 暴 褐色 7.5YR3/2.5 粘 砂 質 土 (遺物 ・ の る 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
4. 奏 混 暗 褐色 7.5YR3/3 粘 砂 質 土 ( の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含 む ) 

No. 83 

第 1 遺構 面 
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・ 灰 黄 褐 色 10YR5/2 二 褐色 10YR4/6 土 (遺物 含む ) 
2. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 土 
(遺物 ・ の 2cm 以 下 礎 まばら に 含む ) 

、 暗 褐色 10YR3/3 土 (遺物 ・ の 3cm 以 下 礎 わ ず か に 含む ) 
. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 土 
、 時 褐 色 10YR3/1 シ ルト 質 土 (遺物 含む ) 
黒 褐色 10YR2/2 シ ルト 質 土 (遺物 含む ) 

. 時 褐色 10YR3/2 シ ルト 質 土 填 8 層 小 ブ ロッ ク ま ば ぱら に 含む 

. 褐 灰色 10YR4/1 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
黒褐色 10YR2/2 細 砂 質 土 十 10 層 ブロ ッ ク ま ば ら に 含む (遺物 含む ) 

10. 黒褐色 10YR3/2 土 
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. 暴 褐色 10YR3/2 土 (遺物 含む ) 
- に ぷ い 黄 色 2.5Y6/3 砂 質 土 (遺物 含む ) 
、 に ぶ ぷ ぶ い 黄 褐 色 10YR5/3 土 (遺物 含む ) 
. 灰 英 褐 色 10YR5/2 土 
. 談 萬 褐色 10YR4/2 土 (遺物 含む ) S

g
 

る
 3 て
 t
t
 

39
.1
0m
 

の, 

|aS * 

モロ 

・ に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR4/3 砂 質 土 (Fe 沈着 、 遺 物 含む ) 
・ に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR4/3 細 砂 質 土 (遺物 ・ の ゅ 5cm 以 下 春 ・ 腐 り 礎 ま ば ら に 含む ) 
・ 暗 掲 色 10YR3.5/3 細 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 春 ・ 腐 り 原 ま ば ら に 含む ) 
・ に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR5/4 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 ま ば ら に 含む ) 
・ 瞳 褐色 10YR3.5/3 粘 砂 質 土 十 に ぶ い 黄 褐 色 10YR5/4 砂 質 土 
(遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 ま ば ら に 含む ) 

6. 礎 混 に ぶ い 黄 褐 色 10YR4.5/3 砂 質 土 (る 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含 む ) 
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6. 暴 褐色 10YR2/2 土 (遺物 含む ) 
7. 暴 褐色 2.5Y3/2 土 (遺物 含む ) 
8. に ぶ ぷ ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 土 
(遺物 含む ・ る 20cm 以 下 礎 まばら に 含む ) 

9. に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR4/3 土 (遺物 含む ) 
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1. 耕 作 土 
2. 暗 褐色 10YR3/3 粘 質 土 (Fe 沈 落 、 遺 物 ・ ゅ 3cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
3. 暴 褐色 10YR3/2 粘 質 土 (遺物 ・ の 3cm 以 下 礁 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
4. 時 褐 色 10YR3.5/2 粘 砂 質 土 (Mn・ 人 遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
5.6 層 十 9 層 ホブ ロッ ク 
6. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 シ ルト 質 土 (遺物 含む ) 
7. 時 褐色 10YR3.5/2 シ ルト 質 士 19 層 ブ ロッ ク 
8. に ぷ い 黄 褐色 10YR4/3 シ ルト 質 士 
9. 褐 色 10YR4/4 粘 砂 質 土 

・ 談 黄 褐 色 10YR4/2 粘 質 土 Mn・ 遺 物 ・ の 3cm 以下 腐り 奏 まばら に 含む ) 
. 褐 灰色 10YR4/1.5 粘土 (Wn・ 遺 物 含む ) 
. 褐色 10YR4/4 粘土 (の 3cm 以下 腐り 礎 ま ば ら に 含む ) 
-・ 黒褐色 10YR4/2 粘 質 土 Win・ 遺 物 含む ) 
. 談 黄 褐色 10YR4/2.5 粘 質 細 砂 (遺物 含む ) 
・ 礎 混 灰 黄 褐色 10YR4/2 粘土 (の る 5cm 以下 腐り 礎 多く 含む ) 
、 礎 混 黒 褐色 10YR3/1 粘土 (る 5cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) L
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No. 139 

1. 耕作 土 
2. 暑 褐 色 10YR2/2 粘 質 土 十 黒 色 10YR1.7/1 粘 質 土 
(遺物 ・ ゅ 5cm 以下 秦 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 

.- に ぶ い 費 椿 色 10YR6/4 に ぶ い 色 2.5Y6/3 粘 質 土 
(の 10cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 

7 農 十 8 飛 十 9 層 
. 礎 混 黒色 10YR2/1.5 粘 質 土 (遺物 ・ ゅ 10cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 
・ 礁 混 黒 褐色 1OYR2/2 粘 質 土 (遺物 ・ ゅ 15cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 
・ 礎 混 黒 褐色 IOYR3/2 シル ト 質 粘土 (遺物 ・ ゅ 15cm 以下 礎 ・ 論 り 礎 多く 含む ) 
・ 螺 色 7.5YR2.5/1 粘 質 シル ト (遺物 ・ ゅ lcm 以下 小 腐り 礎 ま ば ら に 含む ) 
・ 螺 色 7.5YR2/1 粘 質 シル ト (遺物 ・3cm 以 下 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
. 黙 色 7.5YR1 7/1 粘 質 シル ト (遺物 ・ ゅ 10cm 以下 腐り 礎 ま ば ら に 含む ) 
. 礎 混 曇 色 7.5YR1.7/1 シル ト 質 粘土 (る 15cm 以下 腐り 礎 含 む ) 

・ に ぷ ぶ い 殴 欄 色 10YR7/73 シル トー 明 黄 褐色 10YR6/6 粘 賀 シ ルト (遺物 含む ) 
. に ぶ ぷ い 黄 枯 色 10YR7/3 シル ト (遺物 含む ) 
. 族 黄 褐色 10YR6/2 シル ト ( 泡 含む ) 
・ に ぶ い 黄 褐 色 10YR5/4 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 、Mmn 含む ) 
. 裾 灰 色 7.5YR4/1 シル ト 綿 土 (Wn・ 炭 ・ 遺 物 含む ) 

13. 灰 褐 色 10YR4/2 粘 砂 賀 土 (遺物 含む ) 

3. 礎 混 黒褐色 1OYR39/2 シル ト (遺物 ・ ゅ 5cm 以下 礎 多 く 含む ) 
4. 蝶 混 暴 色 10YR1.7/1 粘 質 土 (遺物 ・ る 10cm 以下 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 
5. 蝶 混 灰 黄 褐 色 10YR4.5/2 粘 質 細 砂 (遺物 ・ ゅ 15cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 
6. 嫌 混 黒色 7.5YRI.7/1 粘 質 土 (遺物 ・ の 15cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 
7. 暑 褐 色 10YR2.5/2 粘 質 土 (遺物 ・ の 5cm 以下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
8. 時 褐 色 1OYR2/2 粘 質 シ ルト (遺物 含む ) 

o.140 | 

第 1 遺構 面 

1. 暗 灰 黄色 2.5Y5/2.5 砂 質 土 8 
2. 英 褐 色 10YR5/6 粘土 填 に ぶ い 黄 欄 色 10YR7/3 細 砂 質 土 圭 1 層 9 
3. 英 褐色 2.5Y5/3 シル ト (遺物 含む ) お 
4. 畑 褐 色 2.5Y5/4 シル ト (人 遺物 含む ) 昌 
5. に ぶ い 黄 褐 色 10YR5/3 粘 質 シ ルト (遺物 含む ) 12 
6. に ぶ い 黄 欄 色 10YR6/4 粘 質 土 (遺物 含む ) 
7. に ぶ い 黄 欄 色 10YR6/4 へ 明 黄 褐色 10YR6/6 シル ト (遺物 含む ) 14. 明 褐 色 10YR3.5/2 粘 砂 質 土 

、 に ぶ い 畑 宰 色 10YR5/4 粘 換 土 (Wn 含む ) 

0 (S=1/40) 

調査 区 断面 図 ・ 平 面 図 7 
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No. 141 

No.147 

ーー
 

. 有明 黄 褐 色 10YR6/6 へ に ぶ い 黄色 2.5Y7/4 粘土 填 暗 灰 黄 色 2.5Y5/2 粘 質 細 砂 
(近代 遺物 含む 、 客 土 ) 

. 明 黄 褐 色 2.5Y6/6 へ に ぶ い 黄色 2.5Y6/4 粘土 (近代 遺物 含む 、 客 土 ) 

.・ 灰 黄色 2.5Y7/2 粘 質 シル ト (近代 遺物 含む ) 
・ 明 黄 褐 色 2.5Y6/6 粘 質 土 土 灰 黄色 2.5Y6/2 粘 質 粗 砂 (遺物 含む ) 
. 葛 色 2.5Y5/5 粗 砂 質 粘土 (遺物 含む ) 
. 黄 褐 色 2.5Y5/4 粘 質 土 (遺物 含む ) 
. 灰 褐 色 2.5Y5/2 粘 綿 粗 砂 (遺物 含む ) 
. 褐 色 2.5Y5/6 冶 質 土 (遺物 含む ) 
・ 黄 褐 色 2.5Y5.5/3 粘 質 シル ト (Mn・ 遺 物 含む ) 
、 九 黄 褐 色 10YR4/2 粘土 へ 福 灰 色 10YR5/1 粗 秒 (ラミ ナ 、 遺 物 含む ) 
. 暗 褐 色 10YR3/3 粘 質 土 (Mn 含む ) 

G
o
o
N
 

の
 a
m
 も
 o
v
 

W00 

. に ぶ い 黄 褐 色 10YR5/3 砂 質 土 (遺物 含む ) 
. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4.5/3 粘 砂 質 土 (遺物 含む ) 
・ 褐色 10YR4/6 粘 質 土 (遺物 含む ) 
. に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR5/3.5 粘 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
.・ 上 黄 褐色 10YR4/2 シル ト 質 土 (上 炭 多 く ・ 遺 物 含む ) 
. 暴 褐 色 10YR3/2.5 粘 質 土 ( 炭 ・ 遣 物 含む ) 
. 暴 褐色 10YR3/2 粘 砂 質 土 (Mn 多く ・ 遺 物 含む ) 
- 暴 楊 色 10YR3/2.5 粘 砂 質 土 (Wn・ 炭 ・ 遺 物 含む ) 
. に ぶ ぷ い 黄 福 色 10YR4/3.5 粘 砂 質 土 (Mn 含む ) 6

8
L
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ゥ
 カカ
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調査 区 断面 図 ・ 平 面 図 8 

62



CS に こき NC 1qp 

W
W
 

ルク 
ググ 

ダ 
ポ
ッ
 総
 ーー 

避 
ググ グ

ル
 

|
 

1 ご いこ 

0 (て eo 

ご 3s 

ー wi 
間 m 

い 
WW 

い 

13owss 

1 2yrs 

10cm 1/4 (S 

1 ご へ 8・10… へ 13 

1 ご 4No.74 5 No.148 6・9 No.64 7No.83 8 No.89 10 へ 13 No.70 

出土 遺物 1 

63



0
 の
 7
 の
 27090 いい いい い

い
 の いい いい い

い
 いい い

い
 いい いい の いい い

い
 い
い
 いい いい いい いい の

 の いい いい いい いい い
い
 いい いい いい の

 い
い
 い
い
 いい いい い
い
 

YS 
い
い
 いい いい 

いい いい いい いい いい い
い
 いい い

い
 いい いい いい い

り
 い
い
 いい いい いり いい い

い
 が
い
 いい いい いい いい いい いい

 い
い
 い
い
 いい いい い

い
 いつ い

い
 いり い

い
 い
い
 いい
 いい いい

 い
い
 い
い
 い
い
 いい
 い
り
 い
い
 いり
 いい い

い
 い
い
 い
い
 いい いい

 いて いい いい い
い
 いい いい いい いり 1 いい

 いい い
い
 いい いい いて 

い
い
 いい いい いり い

い
 いい いい い

い
 い
い
 い
い
 い
と
 

ss 

20vi 99) 

いい つっ お 

16ss 

。 

出土 遺物 2 

64 

っ 
っ 

(N 
SN 

を 
NN 

ーー 

/ 

KS 

21ezeo 

*18 No.112 19 No.138 20・21 No.129 22 No.150 17 

18wisa 

14… 16 No.89 

人 」 山 

= させ 10cm 

iiill| | | 



7. 長手 遺跡 - 3 次 調査 - 
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調査 の 位置 

調査 内 容 
調査 地 は 

1. 

側 を 馬 乗 捨 川 が 流れ る 。 

認 調 査 の 結果 に 基づい 

ビレ 
1 に ら 東 か ィ 財団 灘 や で バ 感 掌 て 南東 か ゝ : 原 平野 の 南部 に 位置 し 

つた 度 に 行 肝 26 平成 25・ ィ 業 に 伴い 神代 国 衛 地 区 で 行わ れる 県 営 周 場 整 備 事 
て 調査 区 を 設定 し た 。 

か ら 詳 細 は 省略 し 、 測 平 遺構 が 非常 に 少な か っ た 2 区 は 検出 1 区 は 近世 近代 の 遺構 し か 確認 で きず 、 

以下 3 7 区 に つい て 述べ る o 

[3 区 ]」(《②246.2 m) 

われ る 柱 穴 ・ 土 所 等 を 検出 し た 。 柱 穴 か ら 5 棟 の 掘 立 柱 建 物 SB 1 ー5 が oy 調査 区 東部 で 中 世 後 半 と ! 

(S デム ロロ oc) 

調査 区 設定 図 
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復元 で きた 。 包含 層 か ら 出 土 し た 土 製 煮 炊 具 1 ・2 や SX13 の 出土 遺物 5ー7 から 16 世紀 頃 成立 し た 

集落 の 一 部 で ある 可能 性 が 高い 。 

SB1 桁 行 4 間 《7.2m) で 調査 区 外 北 方 向 へ 続く 側 柱 の 建物 、 あ る い は 柱 間 が 不 規則 で ある こと か 

ら 建 物 を 囲む 桶 列 の 可能 性 も 考え られ る 。 方 位 は N 56" W を 示す 。 

SB2 桁 行 3 間 (5.9m) で 調査 区 外 南 方 向 に 続く 建物 で 、 方 位 は N 65" W を 示す 。 

SB3 血行 1 間 ②.6m) で 調査 区 外 南 方 向 に 続く 建物 で 、 方 位 は N 29" E を 示す 。 

SB4 染 行 2 間 (4.3m) で 調査 区 外 南 方 向 に 続く 建物 で 、 方 位 は N 21" E を 示す 。 

SB5 梁 行 1 間 (2.0m) で 調査 区 外 南 方 向 に 続く 建物 で 、 方 位 は N 27" E を 示す 。 

SX 13 土師 器 小 皿 5・7 や 龍泉 窯 系 の 青磁 碗 6 が 出土 し て お り 、16 世紀 頃 の 遺物 と 考え られ る 。 

[ 4 区 ] (236.8m) 

検出 遺構 は 少な い が 、 溝 ・ 土 坊 等 が 検出 され た 。 

SD 12 土師 器 皿 8 が 出土 し て お り 、16 世紀 頃 と 考え られ る 。 

[5・6 区 (801.4 mm・47.4 mm) 

検出 遺構 は 少な い が 、 中 世 後 半 と 思わ れる 柱 穴 ・ 土 垢 、 弥 生 時 代 中 期 後 半 の 流 路 が 検出 され て いる 。 

柱 穴 か ら 掘 立柱 建物 S B 6 が 復元 で きた 。 

SB 6 南北 の 柱 問 が 狭く 、 府 部 分 を 検出 し た と 考え られ る 。 南 と 西 に 謝 が 付き 、 梁 行 2 問 (4.3 m) 

で 調査 区 外 北 方 向 へ 続く 建物 と 思わ れる 。 方 位 は N 20* EE を 示す 。SX 12 は SB 6 に 関係 し て 何ら か 

の 上 祭祀 を 行っ た と 推定 され 、 深 さ 5 cm 程度 の 浅い 答 み か ら 、 癒 着 し た 古銭 が 出土 し た 。 皇 宋 通 2 枚 ・ 

元 祐 通 頃 1 枚 ・ 不 明 1 枚 の 計 4 枚 で ある 。 7 区 SD 5 や SB8 と 方 位 が 似 て お り 、16 世紀 頃 の 建物 と 

推定 され る 。 

[7 区 」 (222.8 mm) 

中 世 後 半 の 柱 穴 ・ 土 ・ 溝 が 検出 され た 。 柱 穴 か ら 2 棟 の 掘 立 柱 建 物 SB 7 ・8 が 復元 で きた 。 

SB7 当行 1 間 2.8m) で 調査 区 外 南 方 向 へ 続き 、 建 物 を 囲む 柱 穴 は 柱 問 が 不 規則 で 桶 列 等 と 推定 

され る 。 方 位 は N 8" W を 示す 。 

SB8 染 行 1 間 (1.9m) で 調査 区 外 北 方 向 へ 続き 、 建 物 東 側 の 柱 穴 は 棚 列 等 と 推定 され る 。 方 位 は 

N 19" EE を 示す 。 柱 穴 16 か ら 16 世紀 頃 と 思わ れる 土師 器 小 皿 17・18 が 出土 し て いる 。 

2. まとめ 

周囲 の 地形 か ら 馬 乗 捨 川 が 長手 遺跡 の 南側 を 流れ て いた 事 も ある と 推定 され 、 遺 跡 周 辺 は 微 高地 で 比 

較 的 川 の 影響 を 受け に く か っ た と 思わ れる 。 た だ し 土地 条件 は それ 程 良 いと は 言え な い の で 、 弥 生 時代 

中 期 後 半 に 6 区 周辺 で 小 集 落 が 形成 され た 後 、 本 格 的 に 土地 開発 が 行わ れ 、 ま と まっ た 集落 が 形成 され 

る の は 中 世 後 半 に な っ て か ら と 考え られ る 。 

3 区 SB4・6 区 SB6・7 区 SB38 は 方 位 が 似 て お り 、SB 4・6 の 西側 の 段差 や 溝 SD 5 等 も 似 

た よう な 方 位 を 示し て いる こと か ら 、16 世紀 頃 に N 20* EE 前 後 の 方 位 で 周辺 の 開発 が は じ ま り 、 そ の 

後 南 側 へ 開発 が 進ん で 現 集落 が 形成 され て いっ た の で は な いか と 思わ れる 。 し た が っ て 開発 当初 の 上 記 

以外 の 建物 は 後 出 する と 推定 され る 。 (山崎 ) 

66



(S=17390) 
iitii 

4 区 3 区 

平面 図 3・4 区 

67



Nr 

S 
3
 

4 3 区 SX12 1 へ 3 3 区 包含 属 
< | |\ 5 ご 7 3 

| の (エエ) 

SD12 区 SX13 8 4 区 

o 
に |TJN イレ レッ 10cm 

7(He) 

3・4 区 出土 遺物 

6(c2 

ST/200) 

5 区 SX12 遺物 出土 状況 (南西 より ) 

' 6 区 平面 図 

1 
5 

る 
ニン 10Yi2 9(Yio 

15Yt4 
< ーー で 

“< は ) 

6 区 SD 1 出土 遺物 

68



い
い
 

い
い
 

ili 

= 

SB8 

平面 図 7 区 

1718 P16 16 SD5 

/ - ジジ 
18i2 ーー に ニニ 

ヘー ギニー ンジ 
_ofs 

ヘー デー 

7 区 出土 遺物 

69



8. 中 の 御堂 遺跡 

所 在 地 松 帆 慶 野 字 岡 

事業 名 中 の 御堂 遺跡 園 路 整 備 事 業 

担当 者 定 松 佳 重 

調査 面積 46.9 和 mm 

1. 調査 内 容 

調査 期間 平成 28 年 10 月 3 日 10 月 14 
隊 -・ くく 、 * 志 。 に 
時 〆 。 
和 。 \ シー ーー 所 。 お と に 人 革 

er 和 hk っ 生 Sy 

調査 の 位置 

本 調査 対象 地 は 淡路 島 最大 の 平野 で ある 三原 平野 が 播磨 灘 に 面 し 、 海 と 山地 が 迫っ た 丘陵 先端 部 に 位 

置 す る 。 

周辺 に は 海岸 部 に 弥生 時 代 の 散布 地 で ある 松原 千畳敷 遺跡 ・ 式 神 社 遺 跡 ・ 次 郎 谷 遺 跡 、 奈 良 時 代 の 

布地 で ある 西原 北 松 原 遣 跡 、 中 の 御堂 遺跡 すぐ 西 に は 縄文 時 代 の 散布 地 で ある 北 所 遺跡 、 南 西 に 銅 剣 

14 本 が 出土 し た 古 津 路 銅 剣 出土 地 (西原 遺跡 ) 

この た び 認 定 さ れ た 日 本 遺産 「 国 生み の 島 ・ 淡 路 」 の 構成 文化 

・ 西 原 北 遣 跡 が 立地 する 。 

財 に 銅 鐘 出 土地 「 中 の 御堂 」 が 含ま れ 、 

見 学者 の 増加 が 見 込ま れる こと か ら 園 路 の 整備 を 行い た いと 所 有 者 か ら 要 望 が あっ た 。 県 指定 史跡 で は 

ある が 末 調 査 で あっ た た め 、 事 業 実 施 に 先立ち 遺構 範囲 確認 調査 を 行う こと と な っ た 。 

現状 は 荒地 で 、 か な り 起 伏 に 富む 。 史跡 範 

れ に 交差 する トレ ンチ を 起伏 の ある と こ ろ に 2 カ所 設定 し た 。 

囲 西側 の や や 平坦 部 に 幅 2m、 長 さ 17 m の トレ ンチ と そ 

基本 層 序 は ① 腐 葉 土 、② 地 山 の 2 次 堆積 、③ 砂 、④ 地 山 と な る 。③ 砂 (17・19 層 ) より 古代 と 思わ 

れる 須恵 器 片 が 2 点 出 土 し た 。 こ の 砂層 の 供給 源 は 調査 地 よ り 東 の 斜面 上 方 と な る が 、 現 在 確認 で きる 

供給 源 は な い 。 

2 へ 3 区 に か け て は 、 地 山 が 大 きく 落 

地 山 と 2 次 堆積 の 間 に 腐 葉 土 が 確認 で き 

まで あっ た が 、 山 崩れ 等 で 一 気 に 埋 没 し 

調査 区 南端 部 は 後世 の 揚 乱 土 で 覆 わ れ 

2. まとめ 

本 調査 で は 慶野 中 の 御堂 銅 鐘 や 弥生 時 代 に 関す る 遺構 ・ 遺 物 は 確認 で き な か っ た 。 し か し 、 古 代 の 遺 

ち 込 み 、 地 山 が 2 次 堆積 10 層 ) する 。 遣 物 は 未確認 で ある 。 

る こと か ら 、 自 然 的 な 理由 で 地 山 が 崩れ 落ち 、 し ば らく その ま 

た と 思わ れる 。 

て いた 。 

物 が 出土 し た こと か ら 、 調 査 区 東側 に な ん ら か の 遺構 が 埋蔵 され て いる 可能 性 が 考え られ る 。 

光 寺 は 現在 松 帆 様 田 に 鎮座 する が 、 も と も と は 本 調査 区 近辺 に 

あり 、 約 20 町 の 寺 域 で あっ た と 言わ れ て いる 。 調査 終了 後に 、 調 査 区 西側 ( 北 所 遺跡 範囲 内 か ?) に 

いう 平安 時 代 の 須恵 器 ・ 土 師 器 を 地権 者 か ら コ ン テ ナ 1 箱 分 い 

また 、 慶 野中 の 御堂 銅 鐘 を 所 有する 日 

ある 田 を 自主 区 画 整備 し た 際 出 土 し た と 

た だ いた 。 こ れ ら と 今回 出土 し た 須恵 器 

必要 が ある 。 
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6
 

在 地 広田 中 筋 字 杭 田 

業 名 宅地 造成 事業 (広田 中 筋 地 

的 崎 薫 

中 筋 古 城跡 - 1 次 調査 - 

別 確認 調査 

時 居
 

諾
 

盤 
失 

項 
本 

年 
辺 

上
 

本
 

回
 
旧
 

平成 29 年 1 月 17 日 

8m (2X2m2 ヶ ) 

1. 調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 初 尾 有川 に よっ て 】} 

区 ・ 民 間 ) 

形成 され た 段丘 の 下 に 位置 し 、 標 高 35 和 m を 測る 。 中 筋 古 城跡 は 江戸 

時 代 末 期 の 地誌 『 味 地 草 』 に 中 筋 村 古城 跡 と し て 記載 され 、 調 査 対 象 地 東 側 の 段丘 上 に 鎮座 する 愛 震 神 

社 に 該当 する と 考え られ て いる 。 中 筋 古 城 に つい て の 詳細 は 不明 で ある が 、 愛 窒 神 社 の 境内 に は 浄土 教 

の 一 派 で ある 時 宗 の 講 中 が 天文 24 (1559) 

為 逆 修也 選 卵 天文 廿 四 年 十 二 月 廿 八 日 」 と 刻ま れ て いる 。 
1 筆 の 田園 1208 nmD に 2X 2m の 調査 

年 に 浄 財 を 集め て 建て た 一 石 五輪 塔 が あり 、「 時 講 一 結 衆 

区 を 2 ヶ所 設定 し た 。 

No 1 西側 に 設定 し た 調査 区 で ある 。 上 層 に は 、 戦後 に 2 筆 を 1 筆 の 田 に 農地 造成 し た 時 の 客 土 (2 層 ) 

が 盛 ら れ て いた 。8 12 層 に は 古墳 時 代 の 土師 問 1 など が 含ま れ て いた が 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た 。 

N0 2 東側 に 設定 し た 調査 区 で ある 。wNo. 1 と は 距離 的 に 30 m 程 し か 離れ て いな い が 、 対 応 で きる 層 は 

2. まとめ 

今回 の 調査 で 、 

な か っ た が 、 

無かっ た 。 4 層 か ら は 13 世紀 頃 

出土 し た 。 特 に 9 層 で は 弥 4 

に お いて 、 弥 生 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 は 江戸 

時 代 に 堂 丸 で 発見 され た 中 条 銅 鐘 (所 在 

不明 ) 以外 確認 され て いな か っ た 。 人 今回 

の 調査 で 弥生 土器 が 出土 し た こと か ら 、 

弥生 時 代 の 集落 が 周辺 に 存在 する こと が 

明らか と な り 、 こ の 地域 の 歴史 を 考え る 

上 で 大 き な 成 果 を 得 た 。 調 査 対 象 地 は 段 

丘 の 下 に 位置 する こと か ら 居 住 に は 適し 

て いな か っ た と 考え られ る が 、MNo.2 の 弥 

生 土 器 の 出土 状態 より 、 段 丘 上 の 集落 か 

ら 流 れ 込 ん だ 遺物 と 推測 され る 。 (的 崎 ) 

の 上 器 塊 2、8 層 よ り 下 層 で は 弥生 時 代 後 期 後半 終末 期 頃 の 遺物 が 

土器 獲 3 な どの 土器 塊 を 数 ヶ所 で 確認 し た が 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た 。 

調査 対象 地 に お いて 中 筋 古 城跡 に 関連 する 室町 南北朝 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 は 確認 で き 

堆積 層 に は 弥生 時 代 後 期 後半 鎌倉 時 代 の 遺物 が 含ま れ て いた 。 現 時 点 で 広田 一 中 条 地 区 

ん ーー 一 
ーー/ 

0 (S=1/1000) 30m 

\ 
調査 区 設定 図 
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